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２００９年６月１６日（火） 
 

東京プリンスホテル ２階「プロビデンス」 
 
 

ライオンズクラブ国際協会 
３３０－Ａ地区 



 

ライオンズの現勢 

 

 

世界のライオンズ（２００９年３月３１日現在） 

 

ライオンズ国および領域 ２０５ 

クラブ数 ４５，１４６クラブ 

会員数 １，３２２，６７９名 

 

 

日本のライオンズ（２００９年３月末日現在 ライオン誌 Web SAVANNA報告による） 

 

< ３３０ー３３７地区 > 

クラブ数 3,358クラブ （期首 2008/07/01クラブ数 3,364クラブ 6クラブ減） 

会員数 112,882 名   （期首 2008/07/01会員数 111,888名 994名増）  

 

 

< ３３０複合地区 >（２００９年３月末日現在 ライオン誌 Web SAVANNA報告による） 

 クラブ数 会員数     

３３０－Ａ地区 202 5,573名 （期首 201クラブ 5,149名 424増） 2009年 3月末現在 

３３０－Ｂ地区 191 5,318名 （期首 190クラブ 5,227名 91増） 2009年 3月末現在 

３３０－Ｃ地区 104 2,782名 （期首 104クラブ 2,774名  8増） 2009年 3月末現在 

計 497 13,673 名     

 

 

< ３３０－Ａ地区内ライオネス・クラブ > （2008年 5月末現在） 

クラブ数 2クラブ 

会員数 34名   

 

 

< ３３０－Ａ地区内レオ・クラブ >    （2009年 5月末現在） 

クラブ数 3クラブ 

会員数 66名   

 



２００９－２０１０年度 決定事項 
 
 〈１〉エバハルト Ｊ ヴィルフス 国際会長 
 
     テーマ ： 「MOVE  TO  GROW」 
 
 〈２〉３３０－Ａ地区アクティビティ・スローガン 
 
     「笑顔で創る感謝の奉仕」 
 
 〈３〉ガバナーズ・スローガン 
 
     「仲間意識で元気なクラブを創ろう」 
 
 〈４〉ガバナーズ・テーマ 
 
     「大切な友達を仲間にしよう」 
 
 〈５〉ガバナー・カラー 

ブルー系（パントーン №２９３） 
 
 〈６〉岡野キャビネットシンボルマーク 
     「銀杏（いちょう）の葉」 
 
 
○第９３回国際大会 

日程 ２０１０年６月２８日～７月２日 
場所 オーストラリア・シドニー 

 
○第４８回ＯＳＥＡＬフォーラム 
 日程 ２００９年１１月１９日～２２日 
 場所 タイ・パタヤ 
 
○３３０－Ａ地区第５６回年次大会 
日程 ２０１０年４月２４日（土） 

 場所 東京プリンスホテル 
 
○ ３３０複合地区第５６回年次大会 

日程 ２０１０年５月１５日（土） 
場所 東京プリンスホテル 



年次大会
第５６回　330-A地区

2010年４月２４日(土)

第５６回　330複合地区
2010年５月１５日(土)

国際大会
第９２回

２００９年　７月６日～１０日 ＝ミネソタ州、ミネアポリス

第９３回
２０１０年　６月２８日～７月２日 ＝オーストラリア、シドニー

第９４回
２０１１年７月４日～８日 ＝ワシントン州、シアトル

第９５回
２０１２年６月２２日～２６日 ＝韓国、釜山

第９６回
２０１３年７月５日～９日 ＝ドイツ、ハンブルク

第９７回
２０１４年 ＝カナダ、トロント

第４８回OSEALフォーラム
２００９年１１月１９日～２２日 ＝タイ、パタヤ

第４９回OSEALフォーラム ＝台湾(MD300)

各種主要行事日程表
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２００９年５月２６日 
ライオンズクラブ国際協会３３０－Ａ地区 
各 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 会 長    様 
 
                       ３３０－Ａ地区 

ガバナー           石 井 征 二 
キャビネット幹事 Ｌ寺 田 義 和 

 
 ４月２５日（土）東京プリンスホテルにおいて開催されました、第５５回年次大会におき

ましては、各ライオンズクラブ・メンバー各位のご協力により、滞り無く終了できましたこ

とに厚くお礼申しあげます。 
 代議員総会および各分科会における決議事項ならびにシンポジウムについて下記のとお

り報告いたします。 
 なお、後日「議事録」を作成し、各クラブ会長および代議員各位にご送付申しあげます。 
 
 

３３０－Ａ地区第５５回年次大会決議報告書 
 
【代議員総会】 
                                                                                

１．２０１０－２０１２年度国際理事立候補者選出の件     （地区ガバナー提案） 
                                         
〔決 議〕 
 東京新宿ライオンズクラブ所属のＬ山浦 晟暉（やまうら せいき）、東京上野東ライオ

ンズクラブ所属のＬ中村保彦（なかむら やすひこ）の２名で選挙投票を実施した。 
 選挙投票の結果、出席代議員 492 名、投票数 490 票、有効投票数 472 票、無効投票数 18
票 有効投票数の内訳は、Ｌ山浦 晟暉 ３８１票、Ｌ中村 保彦 ９１票 

 したがって、2010～2012 年度国際理事立候補者に、東京新宿ライオンズクラブ所属のＬ

山浦 晟暉（やまうら せいき）が選出された。 
 
 

２．２００９―２０１０年度３３０－Ａ地区ガバナー選出の件  （地区ガバナー提案） 
                                         
〔決 議〕 
 東京日本橋ライオンズクラブ所属のＬ岡野忠生（おかの ただお）が、出席代議員数４９

２名の満場一致でガバナーエレクトに決定した。 
 従って得票数は４９２票 
 
 
３．２００９―２０１０年度３３０－Ａ地区第一副地区ガバナー選出の件 

（地区ガバナー提案） 

〔決 議〕 
 東京板橋西ライオンズクラブ所属のＬ飯田金弘（いいだ かねひろ）、東京みやこライオ

ンズクラブ所属のＬ河合悦子（かわい えつこ）、東京尾張町ライオンズクラブのＬ永井

淳一郎（ながい じゅんいちろう）の３名で選挙投票を実施した。 
 選挙投票の結果、出席代議員４９２名、投票数４８９票、有効投票数４８４票、白票数５

票、棄権票３票 
有効投票数の内訳は、Ｌ飯田金弘９７票、Ｌ河合悦子２７９票、Ｌ永井淳一郎１０８票 

 従って、2009～2010 年度 330－Ａ地区第一副地区ガバナーに、東京みやこライオンズク
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ラブ所属のＬ河合 悦子（かわい えつこ）が選出された。 
４．２００９―２０１０年度３３０－Ａ地区第二副地区ガバナー選出の件 

（地区ガバナー提案） 

〔決 議〕 
 東京数寄屋橋ライオンズクラブ所属のＬ大石 誠（おおいし まこと）が出席代議員数４

９２名の満場一致で 2009～2010 年度 330－Ａ地区第二副地区ガバナーに決定した。 
 従って得票数は４９２票 
 
 
５．３３０－Ａ地区を２分割する件              （地区ガバナー提案） 

 

〔決 議〕 
 投票の結果、出席代議員数４９２名、白票１、棄権票２、反対２８５票 賛成２０４票で

３３０－Ａ地区を２分割する件は否決された。 
 
 
【政策・会則、長期計画、地区分割、ﾗｲｵﾝｽﾞｶｰﾄﾞ推進、地区活性化、綱紀指導、

中間法人連携分科会】 
 
１．「３３０－Ａ地区において今期に至るまでに繰り越された繰越金の一部から、個人預託

分について今期のキャビネットで全額、振替返還をする」とする件。 

（地区ガバナー、中間法人連携委員会 共同提案） 

〔決 議〕 
 ２００８年１１月１８日第２回キャビネット会議にて全出席構成員の賛成を得た個人預

託分の件は、本日の分科会において代議員の拍手多数により承認された。 
 
 
２．シンポジウム     
  
 テーマ１．「330－Ａ地区の現在の問題点を再認識の上、未来への提言について」 
   
 〔報 告〕 
  ○ 地区活性化 
    社会に評価されるライオンズクラブにする努力等、有意義なシンポジウムであった。 

○ ライオンズカード 
ライオンズカード加入増強の依頼があった。 

○ 綱紀指導 
有意義なシンポジウムであった。 

 
 
【会員指導力育成、ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝ、会員増強特別、PR 情報、IT、女性参加・ 
家族会員推進、大会参加分科会】 

 
１．「２００９－２０１０年度３３０－Ａ地区アクティビティースローガン決定｣の件  
 
 東京日本橋ＬＣ提案のスローガン「笑顔で創る感謝の奉仕」が満場一致で決定された。 
 
 
２．シンポジウム     
  
 テーマ１．「３３０－Ａ地区の現状をメンバーが理解しているか？メンバーが、クラブが
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現状を理解し、会員増強に立ち上がるには、何をすべきか？」 
  
 〔報 告〕 
  今期、石井ガバナーは会員減少の現状から会員増強を重要課題とし、新入会員１，００

０名を目標とした。これを受けて、会員増強特別委員会を初め、会員指導力育成、エク

ステンション、女性参加、家族会員推進委員会はもちろん、ガバナー公式訪問、会長会

などあらゆる機会で新しく作成したパンフレットが配布された。 
以上の報告に基づき有意義なシンポジウムであった。 

 
 テーマ２．「国際大会に参加する理由について」 
  
 〔報 告〕 
  国際大会に参加することにより、会員はより理解を深め、奉仕の意を一層強めるのでは

ないかといった意見交換があった。 
 
 
【アクティビティ（Ⅰ）分科会】 

（緊急対策・ｱﾗｰﾄ、LCIF、環境保全、国際協調・ﾓﾝｺﾞﾙ支援） 
 
１．シンポジウム     
 
テーマ１．「首都圏災害の際ライオンズの取るべき行動について」 
  
〔報 告〕 
○ まず自分自身を守る。そして家族や周囲の人々の身と命を守る。 
○ 各自の防災意識を高める事が必要である。 
○ ４月２７日の防災フェスティバルへの参加を希望する。 
○ その他、「マイ箸」使用宣言の採択を委員会から求められたが、今の段階では時期尚

早として採択は決議されなかった。 
 
テーマ２．「モンゴル支援の具体的手法について」 
  
〔報 告〕 
○ ３３０複合地区を中心として、３３０－Ａ地区も支援を継続したい。 

 ○ モンゴル留学生の支援。 
   毎年５月３日～４日に行われる春の祭典に参加し、ライオンズクラブの活動をＰＲし

たい。 
 
テーマ３．「ＬＣＩＦの理解と利用法について」 
  
〔報 告〕 
 ○ ＬＣＩＦに献金するだけで、交付申請についての関心が薄い。 
   大災害援助交付金、一般援助交付金、視力ファースト交付金など種々の制度があり、

交付申請について説明がなされ、大変有意義なシンポジウムであった。 
 
テーマ４．「今！ライオンズがなすべき環境保全アクティビティについて」 
  
〔報 告〕 
○ ３３０複合地区、３３０－Ａ地区が環境保全の為の宣言を出しているので、 

各クラブ、メンバーも意識してＰＲして欲しい旨の説明があり、大変有意義なシンポ

ジウムであった。 



 4

 
 
【アクティビティ（Ⅱ）分科会】 

（薬物乱用防止、YE、青少年育成レオ・ライオンズクエスト） 
 
１．シンポジウム     
 
テーマ１．「薬物乱用防止活動の充実に関して」 
  
〔報 告〕 
○ 2008 年 9 月 12 日薬物乱用防止セミナーを開催し、日本赤十字社にて１７５名の参

加者が集まったことが報告され、今後１人でも多くの新規認定講師の受講の要請をお

願いしたい旨の説明があった。 
 ○ 薬物乱用防止教育認定講師養成講座の開催、欠席者の為の補講の開催、また、学校に

おける薬物乱用防止教室実践研修会（レベルアップセミナー）を開催し、小・中学校

の模擬講演、パネルディスカッションを行った。 
   その他、東京都主催の薬物専門講師フォローアップ研修に「講師」として参加し、人

生の先輩としての体験を通したアドバイスを行った旨の報告があった。 
 ○ 本年度の新しい取組みとして 

・ ゴールド認定講師の制度を新設し、５６名が認定された。 
・ 薬物乱用防止教室推進の手引きの作成 
の報告があり、大変有意義なシンポジウムであった。 

 
テーマ２．「ＹＥの将来展望について」 
  
〔報 告〕 
 毎年同じメンバーの家庭で受け入れられており、メンバー以外の家庭での受入れを可能と

してはどうかとの意見があった。 
 
テーマ３．「ライオンズクエストと青少年健全育成の関係・レオ活動の活発化について」 
  
〔報 告〕 
 今年度、１２回のセミナーを開催した旨の報告があった。 

今後の課題として、各クラブにて委員会の設置と、各クラブ１名の委員の選出をお願いし

たい旨の説明がなされた。 
 
 
【アクティビティ（Ⅲ）分科会】 

（社会・障害者福祉、高齢者福祉、献血・骨髄移植推進、献眼・献腎） 
 
１．「我がライオンズクラブ国際協会３３０－Ａ地区は、２０１６年オリンピック・パラリ

ンピック国際大会（夏）を東京に招致することを全メンバーを挙げて支援することを宣

言する」とする件。                   （地区ガバナー提案） 
                                         
〔決 議〕 
 ２０１６年オリンピック・パラリンピック国際大会（夏）の東京招致について、ライオン

ズクラブとして可能な限り支援することが代議員の拍手多数により承認された。 
 
１．シンポジウム     
 
テーマ１．「骨髄移植推進、献眼・献腎 各活動の活発化について」 
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〔報 告〕 
 ドナー登録時に記念の盾を贈り、家族への意識づけを図り、家族の反対がない様にしたい

との提案があり、拍手多数で承認された。 
 今後の委員会活動の場で生かして欲しいとの要望があった。 
 
 
【経理分科会】 
  
１．２００８－２００９年度３３０－Ａ地区上半期会計報告書承認の件 
                              （地区ガバナー提案） 
〔決 議〕 
 満場一致をもって可決承認された。 
 
２．２００７－２００８年度３３０―Ａ地区会計報告書承認の件 

                            （地区ガバナー提案） 

〔決 議〕 
 満場一致をもって可決承認された。 
 
３．２００９－２０１０年度地区クラブ費として１クラブ１ヶ月２，０００円拠出の件 

                            （地区ガバナー提案） 

〔決 議〕 
 満場一致をもって可決承認された。 
 
４．２００９－２０１０年度地区費として１メンバー１ヶ月４８０円拠出の件 

                            （地区ガバナー提案） 

〔決 議〕 
 満場一致をもって可決承認された。 
 
５．２００９－２０１０年度地区特別運営費として１メンバー１ヶ月２００円拠出の件 

                            （地区ガバナー提案） 

〔決 議〕 
 満場一致をもって可決承認された。 
 
６．２００９－２０１０年度地区大会費として１メンバー１ヶ月１００円拠出の件 

                            （地区ガバナー提案） 

〔決 議〕 
 満場一致をもって可決承認された。 
 
７．２００９－２０１０年度地区特別大会費として１メンバー１ヶ月５０円拠出の件 

                            （地区ガバナー提案） 

〔決 議〕 
 満場一致をもって可決承認された。 
 
 
８．その他、提案事項として  

 

愛の泉緊急災害援助金特別会計の内、短期貸付金（３３０－Ａ地区支援会）の処理を出

来るだけ早期に解決するべく努力するよう分科会として要請があった。 
 
 

以 上 



新設クラブ

１Ｒ３Ｚ 東京ワンハンドレッドＬＣ 6月12日CN

解散クラブ

１３Ｒ２Ｚ 東京村山ＬＣ （現在国際本部へ申請中）
１２Ｒ１Ｚ 東京武蔵野けやきＬＣ （現在国際本部へ申請中）
１２Ｒ２Ｚ 東京多摩ＬＣ （現在国際本部へ申請中）

名称変更クラブ

１０Ｒ２Ｚ 東京代田橋ＬＣ → 東京山手ＬＣ

１３Ｒ１Ｚ 立川ＬＣ → 東京立川ＬＣ

１２R２Z 町田LC → 東京町田LC　 （現在国際本部へ申請中）

≪クラブ新設・解散・名称変更≫



：
：
：

投票の結果、賛成が過半数を超えたので、推薦することとなった。

2008～2009年度

３３０複合地区第５５回年次大会報告書

ガバナー協議会議長　大熊泰雄
浦和ロイヤルパインズホテル 4F「ロイヤルクラウン」
２００９年５月９日（土）日 時

大会議長
会 場

代議員総会において、総会議案に対する決議結果並びに、各分科会議案に対する決議結果、

総 会 議 案

〔決議〕 Ｌ福井正憲の都合で立候補を断念のため推薦取り下げとすることが承認され

議案1.2009～2010年度国際第２副会長候補者Ｌ福井正憲（335-Ｃ地区）推薦取り下げの件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ガバナー協議会議長提案）

シンポジウムについての報告は下記の通り。

た。

たので、取り下げとすることが承認された。

会で選挙による無記名投票の提案があり、出席代議員の過半数の賛同を得て、

議案2.2010～2012年度国際理事候補者推薦決議の件　　　　（ガバナー協議会議長提案）
〔決議〕 4月25日330-Ａ地区第５５回年次大会で、Ｌ山浦晟暉（東京新宿ＬＣ所属）を

2010～2012年度国際理事候補者とすることが決議されたとの報告に基づき、
国際理事立候補者推薦手続委員会に於いて推薦手続の審議により、代議員総

議案4.不況対策の一環として、日本ライオンズ連絡事務所費一ケ月￥３０を￥２０として
　　　３年間限定とする案　　　　　　　　　　　　　　 （ガバナー協議会議長提案）

〔決議〕

分科会議案

（Ａ）経理、日本ライオンズ連絡事務所検討分科会
議案1.下記の会計報告を承認願いたい。　　　　　　　　　（ガバナー協議会議長提案）

議案3.330-Ａ地区 地区２分割承認の件　　　　　　　　　（ガバナー協議会議長提案）

〔決議〕

〔決議〕 原案通り可決承認。

原案通り可決承認された。

4月25日330-Ａ地区第５５回年次大会で、330-Ａ地区 ２分割の件は否決され

（Ａ）３３０複合地区関係
　　①2007～2008年度330複合地区会計報告

　　②2008～2009年度上半期330複合地区会計報告
〔決議〕 原案通り可決承認。



（Ｂ）ライオン誌日本語版事務所関係

〔報告〕 家族会員プログラムの周知徹底、学生プログラムの推進、女性会員の増強等
有意義で活発な意見交換がなされた。

　

2.ＹＥ事業の今後について。　　　　　　　　　　　　　（ガバナー協議会議長提案）
〔報告〕 ＹＥ事業の現状等詳細な説明があり、熱心な討議がなされた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レオ・ライオネス・女性参加分科会
議案1.複合地区会則改正に関する件　　　　　　　　　　（ガバナー協議会議長提案）

〔決議〕 原案について取り下げた分

＜シンポジウム＞

＜シンポジウム＞

1.会員減少の中、エクステンション・会員増強・家族会員及び学生会員プログラムの
　あり方について。　　　　　　　　　　　　　　　　　（ガバナー協議会議長提案）

＜シンポジウム＞

付帯決議は①②いづれも全会一致をもって可決承認された。

　　②2008～2009年度上半期ライオン誌日本語版事務所会計報告
〔決議〕

〔決議〕 全会一致をもって未承認とする。

原案通り可決承認。

（Ｃ）日本ライオンズ連絡事務所関係
　　①2006～2007年度日本ライオンズ連絡事務所会計報告

　　①2007～2008年度ライオン誌日本語版事務所会計報告

精査（日本ライオンズ連絡事務所諸問題）が終了するまで会費（日本ライオ

全会一致をもって未承認とする。

〔付帯決議〕
①

　　③2008～2009年度上半期日本ライオンズ連絡事務所会計報告

原案通り可決承認。

〔決議〕

〔決議〕

多数決をもって未承認とする。
　　②2007～2008年度日本ライオンズ連絡事務所会計報告

1.日本ライオンズ連絡事務所の改革推進について。　　　（ガバナー協議会議長提案）
〔報告〕 時間切れでシンポジウムは出来なかった。

ンズ連絡事務所に対する充当金）及びプール金（複合地区連絡会議規程第６
条）は凍結する。

② 330複合地区日本ライオンズ連絡事務所検討委員会は継続する。

〔決議〕

（Ｂ）政策・長期計画、会則・会員、会員増強・会員維持、エクステンションン、ＹＥ、

　以上、上記以外の箇所は可決承認された。

　　第１章 第５条の４（議案集 69頁）
　　第１章 第９条の６（議案集 70頁）
　　第１章 第10条の４（議案集 70頁）
　　第１章 第12条の４・５（議案集 70～71頁）



なされた。対外的なＰＲの必要性、携帯電話等でのホームページ対応の

クラブ例会の充実がクラブの活性化の第一義で、クラブを基本とした会員

＜シンポジウム＞

3.330複合地区発展のため複合地区委員会と準地区委員会の整合性互換性について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ガバナー協議会議長提案）

2.これからのライオンズクエストの活動について　　　　　（ガバナー協議会議長提案）
ライオンズクエストを理解していただくため、現状報告に沿って貴重な意見

（Ｃ）組織合理化・標準化検討、指導力育成・交通対策、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ガバナー協議会議長提案）

＜シンポジウム＞

1.ライオンズクラブ活動において規則を原点にした人材育成について。

＜シンポジウム＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青少年育成・ライオンズクエスト分科会

〔報告〕

＜シンポジウム＞
1．国際協調を推進する姉妹クラブの在り方について。　　（ガバナー協議会議長提案）

＜シンポジウム＞

なシンポジウムであった。

〔報告〕

国際本部、複合地区から準地区、クラブへの情報の流れを鑑みて、今後、

プロジェクタを使用して各ホームページを紹介、また、各報告システム

育成について有意義な提言が多数出され、活発な意見交換がなされた。

貴重な意見交換がなされ、活発で有意義なシンポジウムが行われた。

＜シンポジウム＞

2.ＬＣＩＦの現況と今後の活動について。　　　　　　　（ガバナー協議会議長提案）
〔報告〕 配布資料に基づいて現況報告がなされ、今後の活動について参考となる

2．これからの情報テクノロジー（ＩＴ）について。　　　 （ガバナー協議会議長提案）

（ＷＭＭＲ、サバンナ）の紹介、テレビ会議システムのデモ動画の紹介が
〔報告〕

必要性等々有意義で活発な意見交換がなされた。

（Ｅ）ＬＣＩＦ、国際協調・モンゴル支援、緊急援助、国際理事推進、国際大会分科会

（Ｄ）ＩＴ・ＰＲ情報分科会
＜シンポジウム＞

1.各地区ＰＲ誌の紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　（ガバナー協議会議長提案）

〔報告〕 各準地区のＰＲ誌の詳細な説明がなされ、貴重な参考意見の交換等有意義

〔報告〕
委員会構成に考慮を等、活発な意見交換がなされた。

各準地区の事例報告に沿って活発な意見交換がなされた。

交換がなされた。
〔報告〕



基調説明に基づいて討議が行われ、ＨＩＶについて警告の話等、熱心で

＜シンポジウム＞

1.継続事業として環境保全の在り方について　　　　　　（ガバナー協議会議長提案）

＜シンポジウム＞

配布資料に基づいて基調説明があり、貴重な討議がなされ活発な意見交換

2.継続事業として献血の在り方、献眼、骨髄移植普及について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ガバナー協議会議長提案）

（Ｆ）薬物乱用防止・ＨＩＶ／ＡＩＤＳ、献眼・献腎、献血・骨髄移植、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境保全・社会福祉分科会

がなされた。

活発な意見交換がなされた。

〔報告〕

〔報告〕
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（2008－2009 年度） 

第 8 回複合地区ガバナー協議会議長連絡会議要録 

◎ 日 時： 2009 年 3 月 30 日 (月 ) 13：30-16：30 

◎ 会 場： 日本ライオンズ連絡事務所（東京都） 

◎ 出席者： 330 複合地区協議会議長 大 熊 泰 雄  

331 複合地区協議会議長 齊 藤  實 （副世話人） 

332 複合地区協議会議長 阿 部 幸 一  

333 複合地区協議会副議長 清 水 英 徳  

334 複合地区協議会議長 矢 口 武 克  

335 複合地区協議会議長 八 嶌  隆  

336 複合地区協議会議長 小 田 邦 雄 （世話人） 

337 複合地区協議会議長 百 田 勝 彦  

国際理事（2007-2009） 後 藤 隆 一  

国際理事（2007-2009） 栢 森 新 治  

国際理事（2008-2010） 杉 本 忠 夫  

〔議事 4 のみ出席〕 

ライオン誌日本語版委員会 

委員長 山 根  健  

同委員会 IT アドバイザー 小 柴 登 司  

会議開会前に、2009-2011 国際理事候補者の不老安正 MD337 元議長から全日本推薦に対する

謝意とミネアポリス国際大会での支援協力依頼あり。さらに、大久保彦元国際理事からの挨拶と、3

年後に開催が予定されている福岡での OSEAL フォーラム準備状況の説明があった。 

◎ 議 事： 

1. 前回議事要録の確認と議事録署名人による署名 

第 7 回会議（1 月 20 日）要録が配られ、記載内容を確認し、MD330 大熊議長が要録

に署名を付した。 

2. 本日の議案確認（緊急議案の有無） 

締切日までに提出されている会議案件を確認した。 

3. 春季国際理事会報告 

各国際理事からの挨拶と 3 月ニューヨークで行われた国際理事会の決議要約など

について説明あり。 

4. eMMR システムの導入について（ライオン誌日本語版委員会）  

山根ライオン誌日本語版委員長より、同委員会が採用しているオンライン報告シス

テムServannaA（サバンナ）と、国際協会の報告システムWMMR（月例会員報告）とを

連動させる新報告システム eMMR について、第 8 回委員会会議（3 月 5 日）におい
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て、国際協会に協力して推進することが決定した旨の報告あり。小柴 IT アドバイザ

ーから eMMR の技術的な説明とサバンナ利用状況が報告された。 

5. ＧＭＴリーダーからの報告事項 

西日本（ＭＤ334-337）担当の高田順一GMTリーダーから、活動状況や若手会員フ

ォーラムの報告をまとめた書簡（3 月 10 日付）が配られた。 

6. 国際会長公式訪問（西）報告 

MD334 矢口議長から、2 月 22 日名古屋市で行われた会長公式訪問（西）の収支報

告あり。了承。 

7. （議長連絡会議）諮問委員会の報告 

第 3 回諮問委員会会議（1 月 28 日）、第 4 回同会議（3 月 9 日）の要録コピーが配ら

れた。諮問委員会の会議手順や答申内容について各議長が意見を述べた後、諮

問委員会は今期で打ち切ることを確認した。 

8. MD331 からの提案 

MD331 齊藤議長から、2 項目の提案事項（積立資産の還元、各種会議旅費の再検

討）と付属資料が提出された。各議長が意見を述べ、各 MD に持ち帰って関係役員

の見解を聴いてから、MD の意見をまとめることにした。 

9. MD332 からの提案 

MD332 阿部議長から日本ライオンズ組織改革（案）が提案され、内容の説明あり。 

10. パタヤ・フォーラム第 1 回ステアリング委員会報告 

2009 年 2 月 15 日に行われた第 1 回ステアリング委員会報告書が配られ、同会議に

出席した小田議長から報告あり。 

• フォーラム期日： 2009 年 11 月 19 日－22 日 

• 本部ホテル： ロイヤルクリフ・ビーチリゾート・パタヤシティ 

• フォーラムテーマ： “Reflection” （リフレクション） 

• 登録料： 100 米ドルまたは 1 万円 

11. 各連絡会議・委員会報告 

（1） 第 7 回ライオン誌日本語版委員会会議（2 月 5 日） 

（2） 第 8 回ライオン誌日本語版委員会会議（3 月 5 日） 

（3） 第 5 回日本ライオンズ連絡事務所管理委員会会議（2 月 24 日） 

（4） 第 3 回複合地区会則委員長連絡会議（3 月 3 日） 

（5） 第 3 回複合地区 IT 委員長連絡会議（3 月 10 日） 

（6） 第 5 回複合地区国際大会委員長連絡会議（3 月 18 日） 

（7） 臨時複合地区会則委員長連絡会議（3 月 19 日） 

上記（1）（2）会議報告書、（3）～（6）会議要録、(7)要録原稿コピーが配付され、内容
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を確認した。(5)（6）（7）の会議に出席された小田世話人からは、テレビ会議実施の

諸問題などについての補足説明あり。 

(7)臨時会則要録原稿別紙の複合地区会則改正案の第 5 条については、国際会

則・付則や国際理事会方針を含めて詳細に検討した結果、2 箇所の修正を経た後、

MD 年次大会に共通提案することを申し合わせた。共通提案は別紙のとおり。 

※会議後に小田議長世話人から小林会則世話人へ 2 箇所の修正部分を伝えた。小林世話人

から各会則委員長の同意を得た後、臨時会則委員長連絡会議要録がまとめられ、各 MD および

各地区に配信された。 

12. その他 

（確認事項および意見交換） 

 四省庁あて後援名義の使用許可について 

 財団法人麻薬・覚せい剤乱用防止センターからの依頼に基づき、内閣府・

警察庁・厚生労働省・文部科学省あての薬物乱用防止教育講座への後援

名義の使用許可願いを提出した旨報告あり。了承。 

 地区ガバナーエレクト・セミナー参加ツアー 

 ミネアポリスの地区ガバナーエレクト・セミナーのグループ・ツアーは公認、

非公認の 2 つが出ている。各ツアーの日程および見積書コピーが配られ、

意見交換した。 

13. 次回（第 9 回）会議 

2009 年 4 月 21 日（火） 13：30-16：30、日本ライオンズ連絡事務所で行う。 

 

以上 



 4

複合地区会則改正案 

（改正案） 現行 

第 1 章 複合地区  

 

◎330、331、332、333、334、335、337 複合地区

第 5 条 複合地区ガバナー協議会 

 

4. 地区ガバナー・エレクトは会合を開いて、

次期協議会議長を選任または選出する。協議

会議長はその役職に就任する時点で、前・元

地区ガバナーになっていなければならない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 条 複合地区ガバナー協議会 

 

◎336 複合地区 3-(ｇ)項 

◎330、331、332、333、334、335、337 複合地区

6-(ｇ)項 

(g) 任務終了時には、複合地区の会計帳簿、

資金、記録を適時に後継者に引き渡すよう計

る。 

任期の途中において議長が死亡、辞任、任

務遂行が不可能な障害、またはその他いかな

る理由でも、議長職に空席が生じた場合には、

残る任期について、速やかにガバナー協議会

を開き、後任議長を国際付則第 8 条 4 項の規

定に従って選ぶことができる。その空席を埋

めるまでは、副議長が議長代理としてその任務

を果たし、議長と同じ権限を持つ。副議長が空

席となった場合には、ガバナー協議会構成員

の中から後任者を選ぶ。 

(ライオンズ必携第 48 版 P.132) 

◎330、331、332、333、334、335、337 複合地区

第 5 条 複合地区ガバナー協議会 

 

4. 地区ガバナー・エレクトは会合を開いて、

現地区ガバナーおよび前地区ガバナーの中か

ら、議長を選任または選出する。 

 

 

（国際付則の規定を追加挿入する案） 

注：2005 年香港大会で国際付則改正(協議会議

長を務める前・元地区ガバナー1 名を含める)、

2006 年 330～337 複合地区大会で改正（議長就

任時に前・元地区ガバナーとなる者）、2007 年 336

を除く 7 つの複合地区大会で上記条文に改正さ

れている。 

(ライオンズ必携第 48 版 P.131、133) 

第 5 条 複合地区ガバナー協議会 

 

◎336 複合地区 3-(ｇ)項 

◎330、331、332、333、334、335、337 複合地区

6-(ｇ)項 

(g) 任務終了時には、複合地区の会計帳簿、

資金、記録を適時に後継者に引き渡すよう計

る。 

議長事故あるときは、副議長がその職務を代

行する。任期の途中において議長が欠けたとき

は、副議長は直ちに議長となる。副議長が欠け

たときは、ガバナー協議会において決定する。 

 

 

 

（国際会則第 5 条 4 項(j)を準用し、国際付則

の規定を明記する案） 

 

第 8回議長連絡会議要録・別紙（複合地区年次大会共通提案） 
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 （改正案） 現行 

第 1 章 複合地区  

 

第 9 条 ライオン誌日本語版 

5. 国際協会会則第 9 条 2 項(d)に定められた

購読料のほかに、会員 1 名当たり 1 ヵ月 50 円の

特別負担金（6 ヵ月分前納）を徴収し、上記の購

読料とあわせてライオン誌日本語版発行の費用

に充てる。 

6. ライオン誌日本語版の会計については、

各複合地区からのそれぞれ 1 名の監査委員に

よって年2回以上会計監査を受けなければなら

ない。会計監査委員によって承認された決算

書はライオン誌日本語版に掲載して会員に周

知し、各複合地区大会に報告されなければなら

ない。 

 

第 10 条 日本ライオンズ連絡事務所 

（中略） 

3. 同事務所の運営は、全複合地区のガバナ

ー協議会の同意を得た規定による。 

4. 日本ライオンズ連絡事務所および全国合

同アクティビティ等の特別会計については、各

複合地区からのそれぞれ 1 名の監査委員によ

って、年 2 回以上会計監査を受けなければなら

ない。会計監査委員によって承認された決算

書はライオン誌日本語版に掲載して会員に周

知し、各複合地区大会に報告されなければなら

ない。 

会計監査委員は、ライオン誌日本語版と日本

ライオンズ連絡事務所の両方を兼任することが

できる。 

 

第 12 条 複合地区会計 

（中略） 

 

4. ガバナー協議会は会員中から委嘱した 2

名以上の監査委員によって、年 2 回以上経常

会計のほか複合地区大会その他ガバナー協議

会が主宰する各種大会、各種事業などの特別

会計すべてにわたって会計監査をうけなければ

ならない。 

(ライオンズ必携第 48 版 P.137) 

第 9 条 ライオン誌日本語版 

5. 国際協会会則第 9 条 2 項(d)に定められた

購読料のほかに、会員 1 名当たり 1 ヵ月 50 円の

特別負担金（6 ヵ月分前納）を徴収し、上記の購

読料とあわせてライオン誌日本語版発行の費用

に充てる。 

 

（第 12 条 5 項の規定を移行する案） 

 

 

 

 

 

 

第 10 条 日本ライオンズ連絡事務所 

（中略） 

3. 同事務所の運営は、全複合地区のガバナ

ー協議会の同意を得た規定による。 

 

（第 12 条 5 項の規定を移行する案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 12 条 会計 

（中略） 

 

4. ガバナー協議会は会員中から委嘱した 2

名以上の監査委員によって、年 2 回以上経常

会計のほか複合地区大会その他ガバナー協議

会が主宰する各種大会、各種事業などの特別

会計すべてにわたって会計監査をうけなければ

ならない。 
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これら特別会計についても複合地区大会に

報告し、その承認を得なければならない。 

5. 会計年度終了の際残余財産があるとき

は、これを次期ガバナー協議会に引き継ぐもの

とする。 

 

5. 各複合地区共通の日本ライオンズ連絡事

務所、ライオン誌日本語版および全国合同アク

ティビティなどの特別会計については、各複合

地区からのそれぞれ 1 名の監査委員によって年

2 回以上会計監査を受けなければならない。 

これら特別会計についても複合地区大会に

報告し、その承認を得なければならない。 

6. 会計年度終了の際残余財産があるとき

は、これを次期ガバナー協議会に引き継ぐもの

とする。 

（見出しを明確にし、第 12 条 5 項の規定を該

当する条文へ移行する案） 

 

（改正案） 現行 

第 2 章 地区 

 

 

第 15 条 地区ガバナー、第 1 および第 2 副地

区ガバナー 

地区ガバナー、第1 および第2 副地区ガバナー

候補者の資格は、それぞれ、国際協会付則第 9

条 4 項、第 9 条 6 項(b)(c)の規定による。 

1. 地区ガバナー 

地区ガバナーは、国際理事会の一般的監督の

もとに所属地区において国際協会を代表する。

さらに地区運営の責任者として、第 1 および第 2

副地区ガバナー、キャビネット幹事、キャビネット

会計、リジョン・チェアパーソン、ゾーン・チェア

パーソンおよびその他のキャビネット構成員を

直接指導監督する。その具体的責任は、（a）～

(f)省略 

2. 第 1 および第 2 副地区ガバナー 

 地区ガバナーの監督と指示のもとに、地区ガ

バナーの首席補佐役を務める。その職責は次

のとおりである。（a）～(c)省略 

 

(d) 国際理事会が要求するその他の任務を果

たす。 

（e）～(i)省略 

(ライオンズ必携第 48 版 P.139) 

 

第 15 条 地区ガバナーおよび副地区ガバナー

地区ガバナーおよび副地区ガバナーの候補者

の資格は、それぞれ、国際協会付則第 9 条 4

項、第 9 条 6 項(b)(c)の規定による。 

1. 地区ガバナー 

地区ガバナーは、国際理事会の一般的監督の

もとに所属地区において国際協会を代表する。

さらに地区運営の責任者として、副地区ガバナ

ー、キャビネット幹事、キャビネット会計、リジョ

ン・チェアパーソン、ゾーン・チェアパーソンおよ

びその他のキャビネット構成員を直接指導監督

する。その具体的責任は、（a）～(f)省略 

 

 

2. 副地区ガバナー 

 地区ガバナーの監督と指示のもとに、地区ガ

バナーの首席補佐役を務める。その職責は次

のとおりである。（a）～(c)省略 

 

(d) 副地区ガバナー必携その他を通して国際

理事会が要求するその他の任務を果たす。 

（e）～(i)省略 
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(j) 死亡その他の理由により第 1 および第 2

副地区ガバナーが空席となった場合は、地区ガ

バナーは、現キャビネット構成員と、当該地区に

所属する元国際会長、元国際理事および元地

区ガバナー全員の出席を求めた会合の議決を

もって有資格者の中から補充する。 

(k) 第 1 および第 2 副地区ガバナーの空席を

満たすために選ばれる会員は、次の資格を有し

ていなければならない。 

（1） 所属単一または準地区内のグッド・スタン

ディングのチャータークラブに所属するグッド･ス

タンディングの正会員であり、 

（2） 所属クラブの推薦、あるいは所属単一地

区または準地区内の過半数のクラブの推薦を

受けていること 

（3） 第 1 および第 2 副地区ガバナー就任時

点で以下の条件をみたしていること 

（a)ライオンズクラブの会長として全期または

任期の過半を、そして、クラブ理事会構成員とし

て更に 2 年以上を務め、かつ 

(b)①ゾーン･チェアパーソン、②リジョン･チェ

アパーソン、③キャビネット幹事、④キャビネット

会計のいずれかの役職者として、全期または任

期の過半を務めた者 

(c) 上記のいずれの役職も、同時に達成させ

ることはできない。 

(j) 死亡その他の理由により副地区ガバナーが

空席となった場合は、地区ガバナーは、現キャ

ビネット構成員と、当該地区に所属する元国際

会長、元国際理事および元地区ガバナー全員

の出席を求めた会合の議決をもって有資格者

の中から補充する。 

(k) 副地区ガバナーの空席を満たすために選

ばれる会員は、次の資格を有していなければな

らない。 

（1） 所属単一または準地区内のグッド・スタン

ディングのチャータークラブに所属するグッド･ス

タンディングの正会員であり、 

（2） 所属クラブの推薦、あるいは所属単一ま

たは準地区内の過半数のクラブの推薦を受け

ていること 

（3） 副地区ガバナー就任時点で以下の条件

をみたしていること 

（a)ライオンズクラブの会長として全期または

任期の過半を、そして、クラブ理事会構成員とし

て更に 2 年以上を務め、かつ 

(b)①ゾーン･チェアパーソン、②リジョン･チェ

アパーソン、③キャビネット幹事、④キャビネット

会計のいずれかの役職者として、全期または任

期の過半を務めた者 

(c) 上記のいずれの役職も、同時に達成させ

ることはできない 

 

 

第 16 条-3.地区ガバナーはキャビネットの会議

を主宰する。定例会議は年 4 回とし、その他必

要に応じて開くことができる。これらの会議で地

区ガバナー、前地区ガバナー、第 1 副地区ガ

バナー、第 2 副地区ガバナー、地区名誉顧問

会議長….（以下略） 

 

第 17 条-1.キャビネット構成員を次のとおりとす

る。 

(a) 地区ガバナー、前地区ガバナー、第 1 副地

区ガバナー、第 2 副地区ガバナー、地区名誉

顧問会議長….（以下略） 

 

(ライオンズ必携第 48 版 P.142) 

 

第 16 条-3.地区ガバナーはキャビネットの会議

を主宰する。定例会議は年 4 回とし、その他必

要に応じて開くことができる。これらの会議で地

区ガバナー、前地区ガバナー、副地区ガバナ

ー、地区名誉顧問会議長….（以下略） 

 

第 17 条-1.キャビネット構成員を次のとおりとす

る。 

(a) 地区ガバナー、前地区ガバナー、副地区ガ

バナー、地区名誉顧問会議長….（以下略） 

 

 

（第 1、第 2 副地区ガバナーを明記する案） 
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 （改正案） 現行 

 

別表 1 

337 複合地区 

337-A 地区 福岡県（対馬、壱岐を含む） 

337-B 地区 大分、宮崎の各県 

337-C 地区 長崎、佐賀県 

337-D 地区 鹿児島、沖縄の各県 

337-E 地区 熊本県 

  

 

(ライオンズ必携第 48 版 P.152) 

別表 1 

337 複合地区 

337-A 地区 福岡県（対馬、壱岐を含む） 

337-B 地区 大分、宮崎の各県 

337-C 地区 長崎、佐賀県 

337-D 地区 熊本、鹿児島、沖縄の各県 

 

（地区分割が 2008 年秋季国際理事会で承認

され、2009 年 7 月より地区が分割される） 
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◎336 複合地区のみ、第 5 条を他の 7 複合地区に統一する改正案 

 

 （改正案） 現行 

 

 

第 5 条 複合地区ガバナー協議会 

1. 複合地区にはガバナー協議会を設ける。

その構成員は、議長および複合地区内のすべ

ての地区ガバナーとする。 

2. ガバナー協議会の役員は、議長、副議長、

幹事および会計、並びに協議会が必要と認めた

その他の者とする。 

3. 協議会議長を含む、協議会の各構成員は

1票を投じる権利を有する。協議会議長は1年任

期を 1 期のみ務めるものとし、この役職を再び務

めることはできない。 

4. 地区ガバナー・エレクトは会合を開いて、次

期協議会議長を選任または選出する。協議会議

長はその役職に就任する時点で、前・元地区ガ

バナーになっていなければならない。 

5. すべての新役員は、複合地区大会終了ま

でに、地区ガバナー・エレクトによって選ばれる。

6. 議長はガバナー協議会を代表し、国際理

事会の一般的監督のもとに、複合地区の責任者

となる。その職責は次のとおりとする。 

(a)～(f)略 

(g) 任務終了時には、複合地区の会計帳簿、

資金、記録を適時に後継者に引き渡すよう計る。

任期の途中において議長が死亡、辞任、任務

遂行が不可能な障害、またはその他いかなる理

由でも、議長職に空席が生じた場合には、残る

任期について、速やかにガバナー協議会を開

き、後任議長を国際付則第 8 条 4 項の規定に従

って選ぶことができる。その空席を埋めるまで

は、副議長が議長代理としてその任務を果た

し、議長と同じ権限を持つ。副議長が空席となっ

た場合には、ガバナー協議会構成員の中から

後任者を選ぶ。 

7. ガバナー協議会は、国際協会会則および

付則の規定…（以下 7～9 項略） 

(ライオンズ必携第 48 版 P.129-131) 

◎336 複合地区 

第 5 条 複合地区ガバナー協議会 

1. 複合地区にはガバナー協議会を設ける。そ

の構成員は、複合地区内のすべての地区ガバナ

ーとする。地区ガバナー・エレクトは会合を開い

て、議長就任時に前・元地区ガバナーとなる者の

中から、議長を選任または選出する。協議会議

長を含む、協議会の各構成員は 1 票を投じる権

利を有する。協議会議長は 1 年任期を 1 期のみ

務めるものとし、この役職を再び務めることはでき

ない。 

2. ガバナー協議会の役員は、議長、副議長、

幹事および会計、並びに協議会が必要と認めた

その他の者とする。すべての新役員は、前年度

の複合地区大会終了までに、協議会の選挙によ

って選ばれる。 

3. 議長はガバナー協議会を代表し、国際理事

会の一般的監督のもとに、複合地区の責任者と

なる。その職責は次のとおりとする。 

(a)～(f)略 

(g) 任務終了時には、複合地区の会計帳簿、

資金、記録を適時に後継者に引き渡すよう計る。

議長事故あるときは、副議長がその職務を代

行する。任期の途中において議長が欠けたとき

は、副議長は直ちに議長となる。副議長が欠け

たときは、ガバナー協議会において決定する。 

4. ガバナー協議会は、国際協会会則および

付則の規定…（以下 4～6 項略） 

 

 

 

 

 

（1～3 項を分割し 4 項以降を順次繰り下げて、

第 5 条を他の 7 複合地区会則に統一する案） 
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（2008－2009 年度） 

第 9 回複合地区ガバナー協議会議長連絡会議要録 

◎ 日 時： 2009 年 4 月 21 日 (火 ) 13：30-16：30 

◎ 会 場： 日本ライオンズ連絡事務所（東京都） 

◎ 出席者： 330 複合地区協議会議長 大 熊 泰 雄  

331 複合地区協議会議長 齊 藤  實 （副世話人） 

332 複合地区協議会議長 阿 部 幸 一  

333 複合地区協議会副議長 清 水 英 徳  

334 複合地区協議会議長 矢 口 武 克  

335 複合地区協議会議長 八 嶌  隆  

336 複合地区協議会副議長 山 地 章 靖  

337 複合地区協議会議長 百 田 勝 彦  

国際理事（2007-2009） 後 藤 隆 一  

国際理事（2007-2009） 栢 森 新 治  

国際理事（2008-2010） 杉 本 忠 夫  

議事に先立ち、齊藤副世話人から、MD336 小田邦雄議長加療中のため代理出席の山地章靖副

議長の紹介と各国際理事から挨拶あり。栢森理事からは、新年度実施される LCIF コーディネーター

に関しては、情報交換を頻繁に行うため申し送りをお願いするとの要望あり。 

◎ 議 事： 

1. 前回議事要録の確認と議事録署名人による署名 

第 8 回会議（3 月 30 日）要録が配られ、記載内容を確認し、MD331 齊藤議長が要録

に署名を付した。 

2. 本日の議案確認（緊急議案の有無） 

締切日までに提出された会議案件を確認した。 

3. 春季国際理事会報告 

3 月ニューヨーク国際理事会の決議事項要約および 7 月ミネアポリス国際大会に上

程される会則改正案 2 項（公式通達）のコピーが配付された。国際理事から改訂され

る主な事項について説明あり。 

4. 複合地区会則改正案について 

議事 1 の第 8 回議事要録別紙に共通提案の添付あり。 

5. MD331 からの提案（再提出） 

前回会議後、書面にて各 MD の意見を求めた、クラブへの資金還元を目的とした期

間限定の日本ライオンズ連絡事務所費一人月 30 円を 10 円値下げる案は、全 MD

の賛同が得られたことが、小田世話人から齊藤副世話人へ通知された。齊藤副世話

人より、連絡事務所費は新年度から一人月 10 円値下げが実施されるとの報告あり。 
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6. MD332 からの提案（再提出） 

MD332 阿部議長から、前回会議提出（組織改革案）の追加提案あり。 

7. MD330 からの提案 

MD330 大熊議長から、提案事項の説明あり。 

8. （議長連絡会議）第 5 回諮問委員会会議報告 

第 4 回（3 月 9 日）、第 5 回（4 月 14 日）会議報告コピーが配付され、答申を受けた。

なお、諮問委員会からの申し入れの件は、今後は当議長連絡会議で審議するため、

諮問委員会には諮問しないことを確認した。了承。 

9. 各 MD 提案事項の審議 

各 MD から提案された事項は重複しているものもあり、議長ならびに国際理事に一

人ずつ意見を出してもらった。2010-2012 国際理事立候補の件（MD330）は、東の

MD のローテーションであることを確認したので、取り下げとする。案件を精査し、項

目ごとに審議した。審議項目は次のとおり。 

①ライオン誌日本語版負担金（クラブへの還元） 

②連絡事務所・ライオン誌の会計監査委員の減員 

③連絡会議旅費の JR・航空券代金領収証の提出要請（MD330） 

④組織改革（事務所統合、会議開催） 

⑤日本ライオンズ連絡事務所管理 

審議結果： 

③については、MD337 百田議長から旅費規程に基づく現況の会計処理に問題は

なく、領収証を要請する場合は改めて規程に明記すべきであることが指摘された。

①、②、④および⑤については、当議長連絡会議と日本ライオンズ連絡事務所管

理委員会との合同会議を開き、時間をかけて検討することにした。 

小田世話人と齊藤副世話人が打ち合わせして書面を整えてから、各議長に配付

し、その回答をまとめて整理したものを合同会議開催前に配る。了承。 

10. 委員会報告 

第 9 回ライオン誌日本語版委員会会議報告（4 月 3 日）のコピーが配られた。 

11. その他 

(1) MD336 小田議長提案のライオン誌日本語版負担金見直しは、議事 9 項の審議

項目に含めた。 

(2) 日本に割当られている国際理事立候補予定について、東西 MD のローテーショ

ンを確認した。 

2011-2013 年度 東の MD、西の MD 各 1 名（合計 2 名） 

2012-2014 年度 西の MD 
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(3) MD337 百田議長から、7 月のミネアポリス国際大会で不老国際理事候補者を披

露するジャパン・レセプションの設営準備状況の報告あり。 

12. 次回（第 10 回）会議 

2009 年 5 月、日本ライオンズ連絡事務所管理委員会との合同会議とする。日程は、

小田世話人の回復を待って、調整する。 

 

以上 
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(2008-2009 年度) 

臨時複合地区会則委員長連絡会議要録 

◎日 時： 2009 年 3 月 19 日(木) 13：30－16：30 

◎場 所： 日本ライオンズ連絡事務所(東京都) 

◎出 席 者： 

330 複合地区会則委員長 長 島  進  

331 複合地区会則委員長 小 野 善 男  

332-B 地区ガバナー 米 谷 春 夫 （委員長代理） 

333 複合地区会則委員長 加 藤 弘 明  

334 複合地区会則委員 星 澤 正 實 （委員長代理） 

335 複合地区会則委員長 小 林  登  

336 複合地区会則委員長 濱 田 富 雄  

337 複合地区会則委員長 三 野 原 和 光  

議長連絡会議世話人 小 田 邦 雄  
 

議事に先立ち､小林会議世話人から委員長代理出席の米谷春夫 332-B 地区ガバナーおよび星

澤正實 MD334 会則委員の紹介あり。小田議長世話人より挨拶あり。 

◎議 事： 

1. 第 3 回会議要録の確認 

3 月 3 日に行われた第 3 回会議要録を確認し、ＭＤ333 加藤委員長が議事録に署

名を付した。 

2. 複合地区会則改正案の再検討 

第 3 回会議で検討した複合地区会則改正案のうち、第 5 条ガバナー協議会の条文

について再検討した。議長選任・選出の項および議長空席補充の項について各委

員長の見解を聞き、十分検討を加えた後、別紙のとおり条文改正案にまとめた。3 月

30 日に行われる第 8 回議長連絡会議に改正案を提出し、各複合地区年次大会に

提案されるよう要望する。 

※ 会議後に、MD336 濱田会則委員長より小林世話人宛に連絡が入り、第 5 条の改正を

含めて、他の 7MD と同一の条文とする方向で第 55 回年次大会に提案するとの表明が

なされた。別紙の最終ページに MD336 のみの改正提案を掲載する。 

※ 3 月 30 日の第 8 回議長連絡会議で審議された結果、第 5 条改正案については 2 箇

所を修正するよう申し入れがあったので、小林世話人より各委員長に連絡して全員の

同意を得た。修正された会則改正案（別紙）を各複合地区年次大会に上程されるよう

各議長にお願いする。 



 ２

3. その他 

(1) 2009-2010 役員必携の改訂： 

①役員必携表紙のカラーコードは DIC150（紫）とする。 

②MD336 濱田会則委員長提案の役員必携・クラブ会計編改訂案は次年度へ申

し送りとし、会計専門のライオンズ・メンバーによる検討が必要であることを議長連

絡会議に提案する。 

(2) ライオンズ必携第 49 版の改訂： 

①（議長連絡会議）諮問委員会発案のバインダー式（差込）は取り下げられた旨、

小田議長世話人の発言あり。 

②第 49 版は手帳型とし、印刷会社は凸版印刷株式会社とする。第 4 回会議で見

積書を検討した後に、次期キャビネット事務局に注文取りまとめを依頼する。 

③第 4 回会議で、国際会則および付則の改正事項（案）を公式通達により確認し、

クラブ会則および付標準版に掲載している訳注削除と翻訳見直しの結論を出す。 

 

以上 
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第 3回複合地区 IT 委員長連絡会議要録 
◎日 時：2009 年 3 月 10 日（火）13:30-16:30 

◎場 所：日本ライオンズ連絡事務所 

◎出席者： 

ＭＤ330 ＩＴ委員長      今 井 三 和  

ＭＤ331 ＩＴ委員長      田 中   稔 

ＭＤ332 ＩＴ委員長      松 田 弘 美 (世話人) 

ＭＤ333 ＩＴ委員長      本 間 秀 雄  

ＭＤ334 ＩＴ委員長      野 中 杏一郎  

ＭＤ335 ＩＴ委員長       中  田 勝 昭  

ＭＤ336 ＩＴ委員長       西 原   透 (副世話人) 

ＭＤ337 ＩＴ委員長       麻 生 好 彦  

＜ＩＴ専門部会＞ 

ＭＤ330 ＩＴ専門委員          藤 村 貞 夫（専門部会世話人） 

 

議長連絡会議世話人（ＩＴ担当議長代理） 小 田 邦 雄  

 

◎議 事： 
 会議に先立ち、小田議長連絡会議世話人からご挨拶があり。 
１．議長連絡会議ＨＰ更新状況  
（1） 報告事項 

 MD330 藤村ＩＴ専門委員から、最新の更新状況について報告があり。 

・ 同 HP へのアクセスは平日昼間に多く安定している。メンバーのアクセス

のほか、ウィキペディアやヤフーなど一般からのアクセスが多い。 

・ ログイン・システムへの登録人数は現在 IT専門委員のほか10名程である。 

・ 『注目のニュースプログラム』について、国際本部から各地区あてメール

送信された連絡事項を更新掲載している。 

・ MD332 のホームページのアドレスが変わり、リンク切れのトラブルが発生

したので修正した。 

・ MD337 のホームページ完成に伴いリンクを貼り、各準地区のページにもア

クセスできるようにした。 

（2） 確認事項 

① 各議長ご挨拶ページの更新 

 近日中に開催予定の臨時会則委員長連絡会議後に役職名表記と写真掲載

の確認を行うことが提案された。一同了承。 

② ライオンズ必携の抜粋掲載について 

 従来の紙媒体のライオンズ必携は必要であるが、新たな改訂箇所がいち

早く議長連絡会議 HP に掲載されれば便利であるとの意見多数あり。ついて

は会則委員長連絡会議あてに速やかな掲載許可をお願いする。また、公認
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プロトコ－ルについても、LCI からの公式発表後に最新版が掲載できると

良いとの意見があり、一同同意した。 

 

（3） 今後の掲載内容について 

① 各会議要録 

 会議要録は該当する会議世話人が作成及び確認後、議長連絡会議世話人

へ回し、発信許可を得たものを８MD と各準地区あてに日本ライオンズ連絡

事務所からメール配信される。準地区からクラブへの送信は各地区ガバナ

ーの判断により、メール転送または地区 HP 上からダウンロードできるよう

にしたりと各準地区の判断に任される。ただし、HP 上から閲覧可能とする 

場合には、適宜情報保護のためログイン・システムを設定し、登録した人

のみが閲覧できるようにするのが望ましい。なお、会議要録掲載について

は、次回の議長連絡会議において再度確認されるとの小田議長世話人から

コメントがあり。なお、諮問委員会は議長連絡会議の任命した組織で連絡

会議と異なるので要録掲載は行わない。 

② その他の掲載について 

 LCI から昨年のうちに各準地区宛既送信されている『アクティビティ報

告書注意事項』が、LCI からの依頼により次年度役員必携に掲載されるた

め、議長連絡会議 HP『注目のニュースプログラム』にも近く掲載すること

となった。 

 
２．次年度分役員必携 IT関連箇所の改訂について 
 関連箇所原稿を再確認した。 
・ p.118 タイトルの『31. ライオンズクラブとインターネット』をより分かり
やすく、『31. IT（情報テクノロジー）』へ変更する。 

・ p.119『ライオン誌宛月例会員報告の状況』については、ライオン誌日本語
版事務所から既に提出された新データに更新される。 

・ p.118『■オンライン月例会員報告および日本ライオンズ ITの現状』に『６．
国際協会ホームページ（日本語版）』、『７．ライオン誌ウェブ・マガジン』

の項目を加え、各項目の冒頭にはそれぞれのウェブトップページのサンプル

図を入れると見やすくなるとの提案があり。紙面の都合もあるので業者あて

相談することとなった。 
 
３．eMMRについて 
 MD335 中田委員長から地区報告データ出入力システム(eMMR)について説明があ

り。将来的には ServannA と WMMR が連動する可能性があり、LCI からライオン誌日

本語版事務所に打診がされたとのこと。現在準地区が行っている WMMR、地区報告、

ServannA の３種類の報告が一本化されることは準地区の負担が減って望ましい。 

 連絡会議として今後全地区の ServannA 使用を目指す意見が多くあり、次年度に

申し送ることとなった。 
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４．テレビ会議の検討について 
 小田議長連絡会議世話人から、各連絡会議開催回数を最小限に押さえる提案が

諮問委員会から出ているので、当 IT委員会が率先してテレビ会議導入に関わるコ
ストや設備機材などを調査していただきたいとの依頼があり。可能であれば次年

度へ申し送りたいとの説明があった。早急に調査し、議長連絡会議へ報告を行う。 
 
５．その他 

(1) 事務処理環境の改善について 
 近年の LCI のペーパーレス化に伴い、各事務局においてもそれなりに対応
できる PC環境を持つことは必須である。LCIから送付される CD-Rや DVD
のコピー、LCI 所定の書式のダウンロード配布等、円滑な事務処理が行える
よう随時 PC環境について事務局管理側にアドヴァイスする必要がある。 

 
(2) LCI ウェブサイトについて 
 日本語版ページで掲載されている情報は必ずしも英文ページと対応して翻

訳されてない場合もあり、新情報が英語版ページにアップされてから暫くの

間隔をおいて日本語訳が掲載される。また、内容によっては担当する部署か

ら直接に外部翻訳会社を通じてアップされるとの太平洋アジア課からの情報

である。今後同様の問い合わせがある場合は、一度太平洋アジア課あて確認

をお願いする。 
 

 本年度内の当連絡会議は今回をもって最終とし、この度の要録をもって次

年度への申し送り事項とすることとなった。 
以上 
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(2008-2009 年度) 

第 2 回複合地区ライオンズクエスト委員長連絡会議要録 

◎日 時： 2009 年 6 月 8 日(月) 13：30－16：30 

◎場 所： 日本ライオンズ連絡事務所(東京都) 

◎出 席 者： 

330 複合地区ライオンズクエスト副委員長 柳 澤 一 美  

331 複合地区ライオンズクエスト委員長 片 桐 誠 治  

332 複合地区ライオンズクエスト委員長 後 藤 成 志 （世話人） 

333 複合地区ライオンズクエスト委員長 小 西 宗 仁  

334 複合地区ライオンズクエスト委員長 豊 田 良 郎  

335 複合地区ライオンズクエスト委員長 足 達 靖 彦  

336 複合地区ライオンズクエスト委員長 西園寺 純一 

337 複合地区ライオンズクエスト委員長 福 島  武  

複合地区ガバナー議長連絡会議世話人 小 田 邦 雄  

335 複合地区ガバナー協議会議長 八 嶌  隆  

青少年育成支援フォーラム（JIYD）副理事長 中 雄 政 幸  
 
1. 議事に先立ち､会議招集者の小田議長連絡会議世話人並びに八嶌議長から次のよ

うな挨拶があった。 

(1) 議長連絡会としてライオンズクエスト事業推進の要となる認定講師の養成をどう進

めていくか。 

(2) 四大交付金の活用と長期的な視点からの推進の展望を持つことが必要である。 

(3) クエスト事業の今日的意義とライオンズクラブの果たす役割をしっかり受け止め、

本日の会議を意義あるものにしてほしい。 

2. 議事 332 複合地区ライオンズクエスト委員長 後藤世話人の司会のもとに、次のよう

な点について協議された。 

（1）協議された事項 

①第 1 回会議での協議事項の確認 

②小田議長世話人から出された諮問事項と MD 毎の今期の推進状況及び要望に

ついて 

③JIYD 中雄副理事長から今期の国内の推進状況について 

④議長連絡会への要望並びに JIYD への要望について 

⑤次年度への申し送り事項について 
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（2）主な協議内容 

①ライオンズクエスト事業の取組みに、複合内及び準地区内の取組みに大きな落

差がある。その落差をどう解消していくか。 

• 未実施地区への働きかけ。 

• セミナー、ワークショップ開催段階の所への働きかけ。 

• モデル校育成と支援に当たっている地区への働きかけ等推進の段階に応じた 

手立てを考えていくことが望まれる。この面が今後の課題でもある。 

②ライオンズクエスト事業の普及が進み、未着手地区は 8 準地区（JIYD 調査）という

状況になってきている。したがって今後それに対応できる認定講師の養成と確保が

急務である。（各委員長から共通の声として提出された。） 

• JIYD 中雄副理事長から 2008 年 7 月～2009 年 6 月現在まで努力をした結果、

上級講師 1 名確保。現在認定講師 5 名、さらに 1 名養成中でありこれからは 7 人

体制で活動できるので要望に対応できると思う。但し、7 月～8 月に集中的にワー

クショップ（以下 WS と略）が開催されると希望通りに行かない場合も出るのでご理

解いただきたい。 

• 国内に上級講師（認定講師養成の資格者）が誕生したことにより、認定講師育

成の費用は安くなる。認定講師候補者を探すのに協力をお願いしたい。（条件と

して現在プログラムを実践し、指導経験の豊かな人材が望ましい。） 

• 説明員制を採用しクエスト事業の普及に活用している準地区も増えてきている。

現在、333 地区 2 名、334 地区 6 名、335 地区 1 名、337 地区 1 名の 10 名となっ

ている。之に対し、JIYD で養成講座を開催し増員していくよう要望された。 

③資金の確保について 

• 交付金の継続を、国際理事を通して強く要望していく必要がある。 

• しかし一方において長期的事業であることから、交付金が終了された場合を考

えておく必要がある。 

• クエスト事業は単一クラブあるいはゾーンのアクティビティ活動であるということを

忘れてはならない。 

④ライオンズクエスト事業をどのレベルまで推進していくかということを想定し、今後

の普及と支援に当たっていくことが望まれる。この点については次年度の課題として

申し送りする。 

• 未着手段階の地区に対して 

• セミナー、WS 開催段階の地区に対して 

• モデル校育成段階の地区に対して 

• モデル校支援活動段階の地区に対して 

• 行政とクラブが一体となって推進していく段階を目指して等 
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（3）小田議長世話人から、次期連絡会に申し送り事項として次の点が挙げられた。 

①資金の確保の方向について、国際理事へ働きかけて交付金が継続されるようにし

ていくこと。 

②この事業はクラブのアクティビティ事業であるという基本を大切に推進していくこと。 

③YE、クエスト、薬物乱用防止、レオ等の青少年育成資金のあり方を検討していくこ

と。 

④文科省への働きかけを考えていくこと。 

⑤年 2 回クエスト委員長会議を開催すること。 

3. その他 

以上の外、次の事項が話題にされた。 

(1) 改めてこの事業の今日的意義について理解を深めていくこと。 

(2) 地区ガバナーの指導力が左右すること。 

(3) 教育行政責任者や学校長の理解と連携が大切であること。 

(4) クラブのアクティビティ事業であることの理解とその教育的価値を深めていくこ

と。 

(5) 夫々の引継ぎをしっかりしていくこと等を確認して協議を終了した。 

 

以上 



 1

(2008-2009 年度) 

第 5 回日本ライオンズ連絡事務所管理委員会会議要録 

◎ 日 時： 2009 年 2 月 24 日 (火 ) 13：30-16：30 

◎ 場 所： 日本ライオンズ連絡事務所（東京都） 

◎ 出席者： 委員長 〔渉外担当〕 竹 本 實 生 （MD335） 

副委員長〔財務・会計担当〕 杉 山 正 夫 （MD332） 

委 員 〔長期計画担当〕 古 郡 保 郎 （MD330） 

委 員 〔渉外担当〕 秋 庭 一 富 （MD331） 

委 員 〔長期計画担当〕 髙 田 一 男 （MD333） 

委 員 〔人事・管理担当〕 林    孝 （MD334） 

委 員 〔人事・管理担当〕 加 計 邦 夫 （MD336） 

委 員 〔財務・会計担当〕 北 島 建 則 （MD337） 

 法 律 顧 問  佐久間 保夫 （MD330） 

 会 計 顧 問  坂 下 賢 三  （MD330） 

◎ 議 事： 

1. 第 4 回会議要録の確認 

2009 年 1 月 15 日の第 4 回会議要録コピーが配られ、内容を確認し了承した。 

2. 日本ライオンズ連絡事務所上半期会計報告 

第7回議長連絡会議（1月20日開催）で了承された連絡会議旅費（8ＭＤプール負担）

組み込みの収支予算書に基づいてまとめられた上半期会計報告書について、会計

顧問から説明あり。質疑応答の後、会計報告に署名・捺印した。 

3. 会計監査立会いの確認 

2 月 25 日（水）14：00～の上半期会計監査には、竹本委員長、財務・会計担当の杉

山副委員長および北島委員、会計・法律顧問が立ち会う。 

4. MD330 会計調査報告 

(1) 2009 年 2 月 2 日に MD330 日本ライオンズ連絡事務所検討委員会による過去 2

年間のプール旅費の調査あり。保管されている旅費精算書等証憑類一式を MD330

検討委員がコピーした。新たに、MD330ガバナー協議会から過去2年間（2006-07、

2007-08 年度）のプール旅費を組み込んだ会計書類提出の要請があった。 

(2) 会計顧問の見解を聞き、2006-2007 年度および 2007-2008 年度については各

複合地区からの監査委員による会計監査が終了しており、MD330 を除く 7 つの MD

年次大会で了承されているため、過去の会計報告書を修正することはできないこと
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を確認した。 

(3) 古郡委員から、第 55 回 MD330 年次大会参考資料としてのみ使用するもので会

計報告書の修正とは別問題との発言あり。MD330 大熊議長ならびに古郡委員の責

任において、使用目的は MD330 年次大会資料と限定し取り扱うことを確約してもら

えば、プール旅費を組み込んだ資料を送付してもよいとの意見がまとまった。管理

委員長が法律顧問と相談した上で、覚書書面を用意する。 

※管理委員長から各委員に覚書原稿が送付され了承された後、3 月 9 日 MD330 ガバナー協議

会宛に資料一式を送付済み。 

5. 継続協議事項 

(1) プール旅費交通費規程の見直し 

現行の連絡事務所が旅費を立替える方法と、各 MD が連絡会議出席の議長や委員

長の請求に基づいて旅費を直接支払う方法とを比較検討するとともに、過去におい

て管理委員会が行った会議旅費検討の経緯を確認した。 

航空券代や JR 乗車券などの運賃計算は市販の計算ソフトを利用しており、現行の

手順に問題があるわけではないことを確認した上で、連絡事務所が立て替えて連絡

会議出席者に旅費を手渡しし、後日 8MD でプール負担するやり方のほうが、MD 事

務局の負担が少なくてよいとの意見が大勢を占めた。 

(2) 2008 年 12 月 31 日現在、3,364 クラブ、112,263 名の地区一覧表下半期諸会費

請求書がアンケートに基づいて発行・発送されたことが報告された。下半期分（＠30

円×6 か月分）の連絡事務所費請求書発行については、議長連絡会議で検討いた

だいてから手配する。 

6. 報告事項 

(1) 経理関係 

通帳および印鑑の管理、貸金庫申込みについて現況報告あり。小口現金口座を新

たに開き、会議旅費専用にした。 

※銀行の審査が通り貸金庫を借りることができたので、3 月 10 日杉山副委員長が銀行の金庫に

通帳を預け入れた。 

(2) 総務関係 

事務所長から、2 月に行われた第 48 回パタヤ・フォーラムの第 1 回ステアリング委員

会の出張報告あり。 

7. その他 

会計監査委員兼任や経費節約などについて意見交換した。 

以上 



<<複合地区ＹＥ委員長連絡会議>> 日本ライオンズ連絡事務所気付                            

〒104-0061 東京都中央区銀座 4-12-19 日章興産ビル 5階  

Phone.03-3547-7061  Fax.03-3547-7076  E-mail: jlo@jade.plala.or.jp 

 

2009 年 5 月 28 日 

メール／ＦＡＸ文書 

送信枚数 全 1 枚 

各複合地区ガバナー協議会議長殿 

各地区ガバナー殿 

各複合地区ＹＥ／ＹＣＥ委員長殿 

                                 複合地区ＹＥ委員長連絡会議 

                                       世話人 松本 正福 

 

本年度夏期ＹＥプログラムについて 

 

 急啓 過日 5 月 26 日に緊急連絡会議を日本ﾗｲｵﾝｽﾞ連絡事務所にて開催致し、

新型インフルエンザ流行に関連し、本年度夏期ＹＥプログラムへの影響と交換

実施の有無について、各担当窓口情報、各地区状況、各関連情報を慎重に検討

致しました結果として取り急ぎ以下の通りご報告致します。 

草々 
記 

全日本のＹＥプログラムとして予定通り派遣・来日とも交換実施を決定致し

ました。 

理由： 

・ 現在ＷＨＯから「渡航制限や国境閉鎖は勧告しない」の声明がでて

いること。 

・ 現在外務省から「渡航の延期」は発出されていないこと。 

・ 国際協会大会部からもミネアポリス大会実施のコメントが出されてい

ること。（ライオン誌 6月号Ｐ．21 参照） 

 
 なお、今後ＷＨＯからの通告および日本国政府の通達などにより状況に大き

な変化が生じた場合は交換実施を再検討する可能性があります。 

以上 

 
写し／各事務局 











 各地区活動状況一覧表　（2008－ 2009年度上半期）  2009/6/4
日本ライオンズ連絡事務所作成

地区名 クラブ数 前月末 入会 退会 当月末 (%) 件数 金額　 労力

330-A 202 5,149 368 244 5,273 75 2,343 103,684,460 677
330-B 191 5,227 285 206 5,306 80 2,861 112,818,711 1,300
330-C 104 2,774 111 78 2,807 81 742 40,524,282 765
小計 497 13,150 764 528 13,386 78 5,946 257,027,453 2,742

331-A 77 2,739 161 127 2,773 79 767 80,368,147 670
331-B 91 2,756 85 110 2,731 88 605 43,945,542 610
331-C 60 1,951 73 101 1,923 78 510 28,552,158 520
小計 228 7,446 319 338 7,427 80 1,882 152,865,847 1,800

332-A 68 1,975 57 98 1,934 87 546 28,731,740 182
332-B 55 1,727 184 78 1,833 81 647 29,184,768 597
332-C 82 1,558 73 85 1,546 71 877 26,232,262 473
332-D 77 2,099 98 108 2,089 75 545 24,845,133 608
332-E 58 1,930 56 74 1,912 74 541 26,450,951 474
332-F 52 1,336 85 62 1,359 65 296 11,912,627 158
小計 392 10,625 553 505 10,673 74 3,452 147,357,481 2,492
　
333-A 80 3,017 111 118 3,010 82 868 54,336,033 773
333-B 57 1,428 60 54 1,434 78 398 21,611,060 371
333-C 135 3,603 149 175 3,577 86 1,417 87,232,144 1,546
333-D 56 2,047 125 77 2,095 82 694 39,596,167 541
333-E 81 3,057 83 104 3,036 79 891 59,257,590 1,175
小計 409 13,152 528 528 13,152 78 4,268 262,032,994 4,406

334-A 120 5,766 220 191 5,795 86 1,786 293,828,905 590
334-B 87 3,922 160 134 3,948 90 1,476 164,053,659 579
334-C 84 3,368 120 110 3,378 84 990 58,419,168 653
334-D 101 4,267 165 140 4,292 83 1,871 110,135,606 936
334-E 53 2,196 100 45 2,251 80 1,011 68,862,264 688
小計 445 19,519 765 620 19,664 85 7,134 695,299,602 3,446

335-A 109 2,896 115 128 2,883 81 1,822 93,603,486 1,089
335-B 203 6,685 269 324 6,630 94 3,193 240,507,400 3,223
335-C 122 4,366 179 153 4,392 90 2,165 151,465,276 1,770
335-D 67 2,139 127 68 2,198 84 1,332 59,877,873 405
小計 501 16,086 690 673 16,103 89 8,512 545,454,035 6,487

336-A 156 6,179 251 289 6,141 82 1,706 109,317,179 2,020
336-B 99 3,540 150 161 3,529 80 1,091 70,840,761 615
336-C 104 3,907 169 158 3,918 91 1,013 89,256,505 922
336-D 105 3,498 144 166 3,476 78 848 52,860,504 765
小計 464 17,124 714 774 17,064 83 4,658 322,274,949 4,322

337-A 118 4,737 242 196 4,783 83 0 138,424,883 0
337-B 82 2,586 116 128 2,574 85 1,293 55,481,148 972
337-C 84 3,116 152 163 3,105 81 955 49,331,076 779
337-D 144 4,371 223 262 4,332 81 1,741 110,591,564 1,469
小計 428 14,810 733 749 14,794 82 3,989 353,828,671 3,220

総合計 3,364 111,912 5,066 4,715 112,263 82 39,841 2,736,141,032 28,915

世界のライオンズ　  国又は領域（205）　  　クラブ数（45,100）　  　会員数（1,308,037）

会員数 アクティビティ出席率



 ①

(日本ライオンズ連絡事務所作成資料) 

2008－2009 年度上半期ライオンズクラブ結成状況 

          結成順位 

結成会年月日 ライオンズクラブ名 都道府県 地区名 全日本 複合 地区

2008 年 7 月 3 日 山梨アカデミー 山梨 330-Ｂ 3,685 555 221

  8 月 23 日 和歌山くろしお 和歌山 335-Ｂ 3,686 533 213

  9 月 22 日 愛知エメラルド ＊ 愛知 334-Ａ 3,687 463 122

  11 月 18 日 太田いずみ 群馬 333-Ｄ 3,688 447 63

  11 月 30 日 光都ハーモニー ＊ 兵庫 335-Ｄ 3,689 534 73

注：書類提出により上半期結成クラブは 5 クラブ。＊は女性会員のみのクラブ 

◎ライオンズクラブ状況 

2008-2009 年度上半期 3,382 +5 -23 3,364 クラブ （他に解散申請中 12） 

◎ライオンズクラブ会員数状況 

  (人) 入会者数 退会者数 （人） 増減 

2008 年 7 月 111,912 1,745 1,130 112,527 615 

 8 月 112,527 709 548 112,688 161 

 9 月 112,688 617 566 112,739 51 

 10 月 112,739 642 536 112,845 106 

 11 月 112,845 746 475 113,116 271 

 12 月 113,116 607 1,460 112,263 -853 

 上半期計 111,912 5,066 4,715 112,263 351 

◎会員数の多いライオンズクラブ(2008 年 12 月 31 日現在) 

順 クラブ名 地区名 県名 人数 順 クラブ名 地区名 県名 人数

1 高崎クラブ 333-Ｄ 群馬 178 10 潮来クラブ 333-E 茨城 103

2 諫早センチュリアン 337-C 長崎 163 10 半田クラブ 334-A 愛知 103

3 田川クラブ 337-A 福岡 139 10 大曲クラブ 332-F 秋田 103

4 浜松クラブ 334-C 静岡 128 13 安城南クラブ 334-A 愛知 102

5 飯塚クラブ 337-A 福岡 126 13 鈴鹿クラブ 334-B 三重 102

6 江南クラブ 334-A 愛知 112 15 北九州小倉 337-A 福岡 101

7 岡崎南クラブ 334-A 愛知 108 15 大垣東クラブ 334-B 岐阜 101

7 南アルプスクラブ 330-B 山梨 108 15 川内クラブ 337-D 鹿児島 101

9 岐阜南クラブ 334-B 岐阜 105 18 岡谷クラブ 334-E 長野 101

     18 大阪桜之宮 335-B 大阪 101

注： 100 人以上のクラブ 19 クラブ（全対比 0.56％） 

◎34 地区のリジョン、ゾーン、クラブ数一覧（2008 年 12 月 31 日現在） 

・1 リジョンあたり平均クラブ数 15.36  ・１ゾーンあたり平均クラブ数 5.88  

最大 337-D 地区 48.00  最大 335-A 地区 8.38  

最小 332-F 地区 10.40  最小 337-B 地区 4.10  

 

世界のライオンズ 

12 月 31 日現在の 

国または領域 

205 カ国 
45,100 クラブ 
1,308,037 人 

期首会員数から 

比較：2,399 人増 



 ②

 

1 リジョン内 1 ゾーン内 
地区名 リジョン数 ゾーン数 クラブ数 

平均クラブ数 平均クラブ数 

３３０－Ａ 14 36 202 14.43 5.61 

３３０－Ｂ 13 38 191 14.69 5.03 

３３０－Ｃ 8 18 104 13.00 5.78 

ＭＤ330 小計 35 92 497 14.20 5.40 

３３１－Ａ 6 13 77 12.83 5.92 

３３１－Ｂ 5 13 91 18.20 7.00 

３３１－Ｃ 5 10 60 12.00 6.00 

ＭＤ331 小計 16 36 228 14.25 6.33 

３３２－Ａ 5 11 68 13.60 6.18 

３３２－Ｂ 5 10 55 11.00 5.50 

３３２－Ｃ 5 14 82 16.40 5.86 

３３２－Ｄ 6 12 77 12.83 6.42 

３３２－Ｅ 5 10 58 11.60 5.80 

３３２－Ｆ 5 10 52 10.40 5.20 

ＭＤ332 小計 31 67 392 12.65 5.85 

３３３－Ａ 6 12 80 13.33 6.67 

３３３－Ｂ 5 10 57 11.40 5.70 

３３３－Ｃ 10 23 135 13.50 5.87 

３３３－Ｄ 4 8 56 14.00 7.00 

３３３－Ｅ 7 15 81 11.57 5.40 

ＭＤ333 小計 32 68 409 12.78 6.01 

３３４－Ａ 9 20 120 13.33 6.00 

３３４－Ｂ 4 12 87 21.75 7.25 

３３４－Ｃ 4 14 84 21.00 6.00 

３３４－Ｄ 6 16 101 16.83 6.31 

３３４－Ｅ 4 10 53 13.25 5.30 

ＭＤ334 小計 27 72 445 16.48 6.18 

３３５－Ａ 6 13 109 18.17 8.38 

３３５－Ｂ 12 31 203 16.92 6.55 

３３５－Ｃ 9 22 122 13.56 5.55 

３３５－Ｄ 5 11 67 13.40 6.09 

ＭＤ335 小計 32 77 501 15.66 6.51 

３３６－Ａ 9 28 156 17.33 5.57 

３３６－Ｂ 8 21 99 12.38 4.71 

３３６－Ｃ 7 18 104 14.86 5.78 

３３６－Ｄ 7 20 105 15.00 5.25 

ＭＤ336 小計 31 87 464 14.97 5.33 

３３７－Ａ 5 20 118 23.60 5.90 

３３７－Ｂ 4 20 82 20.50 4.10 

３３７－Ｃ 3 11 84 28.00 7.64 

３３７－Ｄ 3 22 144 48.00 6.55 

ＭＤ337 小計 15 73 428 28.53 5.86 

合計 219 572 3,364 15.36 5.88 



330-A 3 66 2 32
330-B 0 3 0 66 2 9 42 144
330-C 0 0 5 70
331-A 0 0 0 0
331-B 1 2 27 51 1 4 10 51
331-C 1 24 3 41
332-A 0 0 2 40
332-B 5 109 1 17
332-C 0 7 0 144 5 14 84 254
332-D 1 6 2 23
332-E 1 17 1 27
332-F 0 12 3 63
333-A 7 71 2 76
333-B 4 24 0 0
333-C 8 29 72 323 0 20 0 421
333-D 6 95 7 148
333-E 4 61 11 197
334-A 4 45 2 63
334-B 1 8 2 62
334-C 2 16 4 1,034 13 27 306 766
334-D 7 943 6 212
334-E 2 34 4 123
335-A 4 75 3 76
335-B 4 21 72 394 0 10 0 301
335-C 13 247 7 225
335-D 0 0 0 0
336-A 3 26 0 0
336-B 1 9 20 201 3 3 51 51
336-C 1 14 0 0
336-D 4 141 0 0
337-A 12 151 3 83
337-B 15 60 435 1,361 9 17 318 556
337-C 13 259 2 99
337-D 20 516 3 56

総合計 147 3,574 104 2,544

◎解散 2レオクラブ、1ライオネスクラブ

140か国 39レオ複合地区 207レオ地区　5,712レオクラ 142,800名(推計）

2008年12月31日現在

レオクラブ，ライオネスクラブ一覧表

地区名
レオクラブ ライオネスクラブ

クラブ数 会員数(人) クラブ数 会員数(人)

2008－2008年度上半期

世界のレオクラブ

(2008年12月31日現在）



注：都道府県別に結成された順

地区名 都道府県名 順 レオクラブ名 会員数 小計 順 ライオネスクラブ名 会員数 小計

330-A 東京都 1 東京セントメリーズ 23 1 東京福生 14
2 東京PHIL 25 2 東京江東中央 18 32
3 東京ダイヤモンド 18 66

330-B 神奈川県 1 藤沢 19 19
山梨県 1 敷島 23 23

330-C 埼玉県 1 八潮 10
2 川越 15
3 川口 17
4 武南 11
5 上尾 17 70

MD330 3クラブ 66 9クラブ 144
331-B 北海道(東) 1 帯広 27 27 1 帯広かしわ 10 10
331-C 北海道(西) 1 函館 24 24 1 小樽 11

2 苫小牧 21
3 函館 9 41

MD331 2クラブ 51 4クラブ 51
332-A 青森県 1 青森 20

2 青森中央 20 40
332-B 岩手県 1 盛岡 8 1 西根 17 17

2 北上 13
3 早池峰 16
4 釜石 28
5 一関二高 44 109

332-C 宮城県 1 古川 21
2 石巻 33
3 塩釜中央 12
4 蔵王 13
5 仙台コア 5 84

332-D 福島県 1 福島 6 6 1 福島 12
2 いわき勿来 11 23

332-E 山形県 1 山形第一 17 17 1 米沢中央 27 27
332-F 秋田県 1 大館北 15

2 大館 15
3 秋田合川 33 63

MD332 7クラブ 132 14クラブ 254
333-A 新潟県 1 新潟第一 6 1 新潟西 40

2 豊栄 6 2 上越 36 76
3 佐渡 20
4 新潟西 8
5 新潟万代 14
6 新潟セントラル 7
7 加治川さくら 10 71

333-B 栃木県 1 黒磯 5
2 北那須 10
3 大田原 6
4 那須野ケ原 3 24

333-C 千葉県 1 市川東 （休会中）

2 君津 6
3 柏グリーン 7
4 銚子中央 11
5 船橋中央 20
6 八千代東 7
7 15
8 槙の木 6 72

銚子中央コスモポリタン

都道府県別レオクラブ，ライオネスクラブ名および会員数
2008年12月31日現在

1



地区名 都道府県名 順 レオクラブ名 会員数 小計 順 ライオネスクラブ名 会員数 小計

333-Ｄ 群馬県 1 吉井やまなみ 20 1 太田 24
2 高崎和田 22 2 伊勢崎 37
3 高崎キャッスル 11 3 高崎 20
4 前橋シルク 10 4 館林 14
5 12 5 沼田利根 13
6 藤岡市 20 95 6 榛名 16

7 笠懸 24 148
333-Ｅ 茨城県 1 協和 25 1 土浦亀城 26

2 水戸北 9 2 取手 38
3 筑波 8 3 総和 9
4 岩瀬 19 61 4 常陸小川 15

5 牛久茎崎 15
6 岩井 21
7 真壁 10
8 結城 14
9 勝田 20
10 下館巴 16
11 協和 13 197

MD333 29クラブ 323 20クラブ 421
334-Ａ 愛知県 1 名古屋東 17 1 常滑 15

2 名古屋城東 18 2 知立 48 63
3 三好愛知 （休会中）

4 知多アミカル 10 45
334-Ｂ 岐阜県 1 多治見 8 8 1 多治見 42 42

三重県 1 四日市みなと 20 20
334-C 静岡県 1 静岡 （休会中） 4 1 浜松舘山寺（休会中） 14

2 浜松舘山寺（休会中） 4 2 浜松 37
3 富士岳南 18
4 静岡葵 21
5 奥浜名湖 22
6 沼津 31
7 沼津千本 22
8 富士タカオカ 40
9 清水 19
10 清水羽衣 18
11 静岡リバティ 15
12 磐田 33
13 函南 16 306

334-D 富山県 1 富山神通 69 1 黒部 63 63
2 魚津PEACE 12
3 いみず 3 84

石川県 1 金沢中央わかば 20 20 1 小松 34 34
福井県 1 福井中央 810 1 福井 41

2 敦賀みなと 20 2 大野 15
3 鯖江王山 9 839 3 武生 21

4 福井中央 38 115
334-E 長野県 1 茅野 20 1 諏訪湖 46

2 丸子 14 34 2 須坂 20
3 小布施 27
4 飯山 30 123

MD334 16クラブ 1,034 27クラブ 766

吉井やまなみコスモポリタン

2



地区名 都道府県名 順 レオクラブ名 会員数 小計 順 ライオネスクラブ名 会員数 小計

335-Ａ 兵庫県 1 尼崎 19 1 西淡 26
2 神戸 16 2 尼崎武庫 24
3 神戸セントラル 17 3 新神戸 26 76
4 西宮 23 75

335-B 大阪府 1 豊中 10
2 大阪城北 （休会中）

3 大阪志学台 38 48
和歌山県 1 和歌山 24 24

335-C 京都府 1 京都東 9 1 亀岡 33
2 山城 10 2 京都東 37
3 京都西 12 3 福知山 22
4 京都グリーン 11 4 綴喜 45 137
5 宇治 6
6 京都みやこ 23
7 京都セントラル 8
8 京都嵯峨野 18
9 京都ワールド 7
10 京都両洋高等学校国際 25
11 京都明徳 2
12 京都学生 106 237

335-Ｃ 奈良県 1 奈良 10 10 1 奈良 34
2 大和高田 30
3 橿原 24 88

MD335 21クラブ 394 10クラブ 301
336-A 高知県 1 高知 7

2 宿毛 19 26
徳島県 1 徳島第一 （休会中）

336-B 岡山県 1 岡山東国際 20 20 1 津山 13
2 岡山グリーン 18 31

鳥取県 1 鳥取いなば 20 20
336-C 広島県 1 広島ニューシティ 14 14
336-D 山口県 1 防府 25

2 柳井 26
3 小野田 12 63

島根県 1 松江 78 78
MD336 9クラブ 201 3クラブ 51
337-A 福岡県 1 北九州八幡 26 1 福岡舞鶴 26

2 北九州小倉 6 2 福岡第一 23
3 田川 29 3 北九州 34 83
4 柳川 18
5 大牟田 14
6 福岡鶴城 6
7 浮羽 14
8 福岡黎明 （休会中）

9 北九州小倉平成 10
10 福岡イースト（休会中）

11 若杉福岡　 16
12 福岡平和 12 151

3



地区名 都道府県名 順 レオクラブ名 会員数 小計 順 ライオネスクラブ名 会員数 小計

337-B 大分県 1 竹田豊西 20 1 大分 57
2 大分中央 19 2 別府 39
3 別府中央 22 3 竹田 17
4 佐伯 11 4 別府中央 34
5 日出 16 5 大分府内 27
6 三重 25 6 日田 36
7 大分 39 7 中津 49
8 玖珠 13 8 三重 36 295
9 大分坂ノ市 19 184

宮崎県 1 宮崎 56 1 都城 23 23
2 延岡 20
3 宮崎橘 4
4 都城 10
5 宮崎フェニックス 150
6 日向 11 251

337-C 佐賀県 1 佐賀 7 1 唐津 21 21
2 あさがお 44
3 白石高校 5
4 伊万里高校 10
5 伊万里農林高校 8
6 多久高校 23 97

長崎県 1 長崎 21 1 島原 78 78
2 佐世保北 26
3 諫早 40
4 諫早福祉村 20
5 瓊浦高校 32
6 波佐見 9
7 島原翔南 14 162

337-D 熊本県 1 熊本 25 1 八代 13
2 熊本第一 43 2 熊本南 13 26
3 加寿美 （休会中）

4 菊池 13
5 うきうき 12
6 アースウイング 25
7 マグナ常盤 26
8 甲佐 60
9 玉杵名 24
10 御船 25 253

鹿児島県 1 鹿屋 13 1 鹿屋 30 30
2 国分隼人 23
3 霧島 （休会中）

4 川内 14
5 慈恵学園 31
6 久木田学園 120
7 フライング 24
8 さくらじま 10
9 種子島 28 263

沖縄県 1 沖縄 （休会中）

MD337 60クラブ 1,361 17クラブ 556

4



都道府県別レオクラブ､ライオネスクラブ数一覧表

注：　一覧表の数字は左側レオクラブ、右側ライオネスクラブ数 （2008年12月31日現在）

B 1 1
C 北海道(道南） 1 3

2 4

A 福岡 12 3 A 兵庫(東) 4 3
B 9 8 B 3 0
B 宮崎 6 1 B 和歌山 1 0
C 佐賀 6 1 C 京都 12 4 332-A A 青森 0 2
C 長崎 7 1 C 滋賀 0 0 MD332 B 岩手 5 1
D 熊本 10 2 C 奈良 1 3 C 宮城 0 5
D 9 1 D 兵庫(西) 0 0 D 福島 1 2
D 沖縄 1 0 21 10 E 山形 1 1

60 17 F 秋田 0 3
7 14

D

336-D 336-B 334-D 334-D 332-D

A

D D C

336-C 336-B D A 新潟 7 2
C 334-E B 栃木 4 0

C 千葉 8 0
337-A B B D 群馬 6 7
C 337-B 336-A A MD334 B 330-C E 茨城 4 11

C 29 20
A 335-B 330-A

D 337-B 336-A 334-C 330-B

A 東京 3 2
337-D 337-D B 0 1

A 愛媛 0 0 A 愛知 4 2 B 山梨 0 1
A 香川 0 0 B 1 1 C 埼玉 0 5
A 高知 2 0 B 三重 0 1 3 9
A 徳島 1 0 C 静岡 2 13

D B 1 2 D 富山 3 1
B 鳥取 0 1 D 石川 1 1
C 広島 1 0 D 福井 3 4
D 山口 3 0 E 長野 2 4
D 島根 1 0 16 27

9 3

331-A

331-B

北海道(道北･道東）

MD331

MD331

MD332

331-C

334-A

333-A

MD333

332-B

332-C

332-F

332-E

MD333

神奈川

MD330

333-B 333-E

333-C

MD330
岐阜

MD334

大阪

MD335

岡山

335-C 334-B

MD335

MD336

MD336

大分

MD337

鹿児島

MD337

全日本（MD330-337)合計 147 104
LEO LSC



 

LG-63. JA 

 

 

公式通達 
2009 年国際大会（米国ミネソタ州ミネアポリス） 

 

以下の国際付則改正案が 

2009 年国際大会において提出され、代議員の票決を受けます。 

 

 

第 1項: 地区再編成において地区にこれまでよりも柔軟

性を与え、地区再編成案が複合地区内の準地区

数を減少させるものである場合には、35 未満の

クラブおよび 1,250 人未満の会員から成る予定

準地区が含まれている地区再編成案を考慮する

権限を国際理事会に与える決議案 

  

下記の決議案を承認すべきか？ 

 

国際付則第 8 条第 3 項の第 2 段落の最初の文を

全文削除し、以下と差し替えることにより改正

する。 
 

各地区再編成案は、各予定準地区が少なくと

も 35 のライオンズクラブおよび合計 1,250 人

以上のグッドスタンディングの会員を有する

ことを条件に、国際理事会によって考慮され

る。ただし、複合地区内の準地区数を減少さ

せる場合はこの限りではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2項: 国際会長の所属クラブが存在する会則地域以外

のクラブの中から任命されなければならない理

事会アポインティの規定数を削減するとの決議

案 

  

 下記の決議案を承認すべきか？ 

 

国際付則第 4 条第 5 項の最後の文に「二人」

とある文言を削除し、「一人」との文言に差

し替えることにより改正する。 



 

Pacific-Asian\Administration\WMMR Instructions\A-1 Report related\Activities Report (Notice) 6-2008 

(クラブ用) 
月例/年次アクティビティ報告書について 
 
毎月、或いはアクティビティがあった度に WMMR でアクティビティを提出されている

クラブは、年次報告書には自動的に累計された数字が表示されるので、改めて一年分の

アクティビティを報告する必要はありません。年次報告書を印刷し、内容が正しいか

どうかご確認ください。 
 
アクティビティ報告の締切日は毎年 7 月 15 日で、オンライン（ＷＭＭＲ）でのみ受け付けております。

紙面の報告書は受け付けておりません。ＷＭＭＲで報告いただいたデータのみが、国際本部

の年間クラブ･アクティビティの実績一覧表に含められます。 
 
また、締切日を過ぎると入力できなくなります。締切後は訂正や追加報告は一切できませんのでご了

承ください。（国際本部でも訂正することはできません） 
 
WMMR でアクティビティ報告書をまだ提出されていないクラブは、下記のサイトで報

告してください。 
1. 国際協会のウェブサイト www.lionsclubs.orgへアクセスします。 
2. 「会員及びアクティビティ報告書提出」をクリックし、報告サイトにログイン

します。次に｢クラブ｣、｢報告書｣をクリックすると、そのページに｢月例/年次ア

クティビティ報告書｣と表示されています。 
3. その隣にある｢先へ進む｣ボタンをクリックし、報告書に入力します。最後に必

ず｢保存｣ボタンをクリックして下さい。 
 
月例/年次アクティビティ報告書は、オンライン(WMMR)でしか受け付けておりません

ので、インターネットを使用していないクラブがある場合には、インターネットにアク

セスできる方に依頼されるか、地区キャビネット事務局までご相談ください。 
 
訂正分を違う月に新たに入力すると内容が重複しますので、ご注意ください。 
訂正方法： 「今年度のアクティビティ報告書の更新または訂正」で報告書年月を選択し、報告書を

訂正後に「保存」します。 

今年度の年次報告書を印刷し、締切日の前に内容が重複していないかどうかご確認くだ

さい。 
 
数字を入力する欄には、整数のみを入力し、カンマ、小数点、円記号などは入力しな

いで下さい。数字は半角(直接入力)で入力して下さい。(全角では入力できません。) 
 
視力奉仕で CSFII を報告する場合は、次の通り行ってください。 

· 視力奉仕の Other 1 にチェックマークを付ける。 

· Other 1 の隣の空欄に、半角英数字(直接入力)で、CSFII と入力する。(この II

は、英語の大文字の Iを二回入力します。) 

全角で入力しないで下さい。（日本語または全角英数字は、印刷の画面には表示され

ませんのでご注意ください。） 

 

アクティビティのカテゴリー内の詳細部分で、どれにも当てはまらない場合には、その

他（Other 1)を選択し、空欄にスペースを入力すれば保存することができます。 



  

DA-1 10/07. JA 

 

    
2008200820082008～～～～2009200920092009 年度クラブ会長優秀賞申請書年度クラブ会長優秀賞申請書年度クラブ会長優秀賞申請書年度クラブ会長優秀賞申請書    

タイプするか楷書で記入して下さい。 

クラブ会長がクラブ会長優秀賞を受賞するには、クラブ幹事が本申請書に記入し、ゾーン･チェアパーソンに提出しな
ければなりません。ゾーン･チェアパーソンが、地区ガバナーの承認と署名を得た上で、2009 年 9 月 30 日必着で国際
本部の太平洋アジア課に届くよう、申請書を郵便又はファックス(630-230-3777)で送付します。会計年度の上半期に結
成された新クラブの場合、その会長も受賞の対象となります。地区の存在しない地域については、コーディネーター･
ライオンもしくは暫定リジョン/ゾーン･チェアパーソンがもれなく記入済みの申請書に署名を付した上で、国際本部
に郵便またはファックスで送付しなければなりません。尚、本賞は受賞者への贈呈用に 2009～2010 年度地区ガバナー
宛てに送付されます。地区が存在しない地域については、コーディネーター･ライオンもしくは 2009～2010 年度クラ
ブ会長に直接賞が郵送されることになります。 
 
      
クラブ口座番号(5 桁) クラブ名(ローマ字で記入すること) 申請年月日 

    
2008～2009 年度会長氏名(ローマ字) 会員番号 

 

必須条件必須条件必須条件必須条件 □に✓印を付け、空欄に必要事項を記入することにより、下記がすべて達成されたことをご確認ください。 
 
□ 1. クラブは協会の目的を推進すると同時に、協会の会則及び付則ならびに国際理事会の方針に従った。 

□ 2. クラブは奉仕事業を年度中少なくとも 1件実施した。行った奉仕事業についての簡単な説明:  

   

□ 3. 年度中、クラブ会長は下記のすべてのライオンズ会議に出席した。（緊急の場合には、クラブ会長の代理人
が会長に代わって出席できる） 

(a) 少なくとも 2 回のゾーン会議 開催日:     開催場所:      
(b) クラブ役員オリエンテーション/研修会 開催日:     開催場所:    
(c) 地区大会または複合地区大会あるいは国際大会  出席した大会:   

□ 4. クラブは下記の報告書をそれぞれ規定の期日までに国際本部に提出した。 

(a) 月例会員報告書（C-23-A書式） 
(b) クラブ役員名報告書（PU-101 書式） 

□ 5. クラブは、会計年度末の 6 月 30 日時点でライオンズクラブ国際協会、複合地区、地区に対してグッドスタン
ディングにある。 

□ 6. クラブは 6 月 30 日までに会員純増を達成した。 純増数:   

□ 7. 新会員のために適切な入会式およびオリエンテーションが行われ、奉仕活動および/または委員会の仕事が割
当てられた。 

□ 8. クラブは LCIFへの寄付を行った。 寄付を行った日:      額: $     

2008～2009 年度においてクラブが収めた最大の功績は何でしたか？ 
 
 
失格となったクラブ会長による受賞資格再検討の要請は、クラブ会長の任期終了後 12 ヶ月以内に国際本部に届いた場
合に限り、検討の対象となります。但し、この受賞資格再検討は、本申請書が本来提出されるべき期日までに届いて
いることが前提です。 
 
上記事項が地区の記録と相違ないことを証明致します。 
 
      
年月日 2008～2009 年度ゾーン･チェアパーソン署名 地区 
  

      
年月日 2008～2009 年度地区ガバナー署名 地区 



  

DA-15 10/07. JA 

 

    
2008200820082008～～～～2009200920092009 年度リジョン･チェアパーソン優秀賞申請書年度リジョン･チェアパーソン優秀賞申請書年度リジョン･チェアパーソン優秀賞申請書年度リジョン･チェアパーソン優秀賞申請書    

タイプするか楷書で記入して下さい。 

協会はリジョン・チェアパーソンによる特別な努力に感謝して、下記の条件を満たしたリジョン･チェアパーソンに優
秀賞を授与します。受賞の検討の対象となるには、リジョン･チェアパーソンは本書式に必要事項をもれなく記入し、
地区ガバナーによる署名を付した上で、2009 年 9 月 30 日必着で国際本部の太平洋アジア課に届くよう、郵便又はフ
ァックス(630-230-3777)で送付しなければなりません。尚、本賞は受賞者への贈呈用に 2009～2010 年度地区ガバナー
宛てに送付されます。 

      
2008～2009 年度リジョン･チェアパーソン氏名 (ローマ字で記入のこと) 会員番号 リジョン番号 

 

必須条件必須条件必須条件必須条件 □に✓印を付け、空欄に必要事項を記入することにより、下記がすべて達成されたことをご確認ください。 
 

□ 1. リジョン･チェアパーソンは地区ガバナーの下にある指導者チームの一員として、国際協会の目的及び使命を

推進した。 

□ 2. リジョン･チェアパーソンは、地区のリジョン･チェアパーソン･オリエンテーションに参加した。 

  開催日:     開催場所:        

□ 3. リジョン･チェアパーソンは、リジョン内の各クラブを、地区ガバナー又はゾーン･チェアパーソンによる訪

問とは別に少なくとも年一回訪問した。 

□ 4. リジョン･チェアパーソンは、会員の勧誘と維持ならびに指導力育成において積極的な役割を担い、問題を抱

えているクラブを支援した。 

□ 5. リジョン･チェアパーソンは、下記二つの条件のいずれか一つを満たした。 

□ a. リジョン内で新クラブが少なくとも一つ結成された。 

□ b. リジョン内の各クラブが年度中に会員純増を成し遂げた。（ゾーンにつき一つのクラブが例外として

認められる） 

□ 6. リジョン･チェアパーソンは下記二つの条件のいずれか一つを満たすことにより、LCIFを推進、支援した。 

□ a. 年度中、リジョン内で少なくとも一人の会員が新たなメルビン・ジョーンズ・フェロー又は累進メル

ビン・ジョーンズ・フェローとなった。 

□ b. リジョン内各クラブが LCIFに寄付をした。 

□ 7. リジョン内のクラブ会長の半数（50%）がクラブ会長優秀賞を受賞した。 

2008～2009 年度においてリジョンが収めた最大の功績は何ですか？ 
 
 
 
失格となったリジョン･チェアパーソンによる受賞資格再検討の要請は、リジョン･チェアパーソンの任期終了後 12 ヶ
月以内に国際本部に届いた場合を除き、検討の対象とはなりません。 
 
上記事項が地区の記録と相違ないことを証明致します。 
 
 
      

年月日 2008～2009 年度地区ガバナー署名 地区 
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2008200820082008～～～～2009200920092009 年度ゾーン･チェアパーソン優秀賞申請書年度ゾーン･チェアパーソン優秀賞申請書年度ゾーン･チェアパーソン優秀賞申請書年度ゾーン･チェアパーソン優秀賞申請書    

タイプするか楷書で記入して下さい。 

協会はゾーン・チェアパーソンによる特別な努力に感謝して、下記の条件を満たしたゾーン・チェアパーソンに、優
秀賞を授与します。受賞の検討の対象となるには、ゾーン・チェアパーソンは本書式に必要事項をもれなく記入し、
地区ガバナーによる署名を付した上で、2009 年 9 月 30 日必着で国際本部の太平洋アジア課に届くよう、郵便又はフ
ァックス(630-230-3777)で送付しなければなりません。尚、本賞は受賞者への贈呈用に 2009～2010 年度地区ガバナー
宛てに送付されます。 

      
2008～2009 年度ゾーン･チェアパーソン氏名(ローマ字で記入のこと) 会員番号 ゾーン番号 

 

必須条件必須条件必須条件必須条件 □に✓印を付け、空欄に必要事項を記入することにより、下記がすべて達成されたことをご確認ください。 
 

□ 1. ゾーン･チェアパーソンは地区ガバナーの下にある指導者チームの一員として、国際協会の目的及び使命を推

進した。 

□ 2. ゾーン･チェアパーソンは、地区のゾーン・チェアパーソン･オリエンテーションに参加した。 

  開催日:     開催場所:        

□ 3. ゾーン･チェアパーソンは、年度中、諮問委員会を 3～4 回開催した。 

  各開催日:  

□ 4. ゾーン･チェアパーソンは、ゾーン内の各クラブを、地区ガバナー又はリジョン・チェアパーソンによる訪問

とは別に少なくとも年一回訪問した。 

□ 5. ゾーン･チェアパーソンは、会員の勧誘と維持ならびに指導力育成において積極的な役割を担い、問題を抱え

ているクラブを支援した。 

□ 6. ゾーン･チェアパーソンは、下記二つの条件のいずれか一つを満たした。 

□ a. ゾーン内で新クラブが少なくとも一つ結成された。 

□ b. ゾーン内の各クラブが年度中に会員純増を成し遂げた。（ゾーンにつき一つのクラブが例外として認

められる） 

□ 7. ゾーン･チェアパーソンは下記二つの条件のいずれか一つを満たすことにより、LCIFを推進、支援した。 

□ a. 年度中、ゾーン内で少なくとも一人の会員が新たなメルビン・ジョーンズ・フェロー又は累進メルビ

ン・ジョーンズ・フェローとなった。 

□ b. ゾーン内各クラブが LCIFに寄付をした。 

□ 8. ゾーン内のクラブ会長の半数（50%）がクラブ会長優秀賞を受賞した。 

2008～2009 年度においてゾーンが収めた最大の功績は何ですか？ 
 
 
 
失格となったゾーン･チェアパーソンによる受賞資格再検討の要請は、ゾーン･チェアパーソンの任期終了後 12 ヶ月以
内に国際本部に届いた場合を除き、検討の対象とはなりません。 
 
上記事項が地区の記録と相違ないことを証明致します。 
 
      

年月日 2008～2009 年度地区ガバナー署名 地区 



SUMMARY MARCH 2009.JA 

決議事項要約 

国際理事会会議 

米国ニューヨーク州ニューヨーク 

2009 年 3 月 9 日～14 日 
 
 
1. カナダのオンタリオ州トロントを 2014 年国際大会開催地として選定した。 
 
監査委員会 
 
1. 入金処理プロセスについて報告を受け、検討を行った。 

会則及び付則委員会 
 
1. 国際付則第 8 条第 3 項の第 2 段落の最初の文を削除し、以下と差し替えるという改正案

を 2009 年国際大会に報告することを決議した。 
 
各地区再編成案は、各予定準地区が少なくとも 35 のライオンズクラブおよ

び合計 1,250 人以上のグッドスタンディングの会員を有することを条件に、

国際理事会によって考慮される。ただし、複合地区内の準地区数を減少させ

る場合はこの限りではない。 
 
大会委員会 
 
1. 2010 年シドニー国際大会の所定の登録料金は変えないことを決定すると共に、大会に 1 日

だけ参加する人のために US$80 の登録料金を設けた。 
2. 投票権のある代議員および投票権のない補欠代議員として資格証明を受けることを希望する

大会参加者は、所定の登録料金を全額払わなければならないことを決定した。 
3. 2010 年シドニー大会に関しては、2010 年 5 月 28 日を個人によるホテル予約キャンセル可能

期限とすることを承認した。 
4. 2017 年国際大会開催地については、その開催に先立ち 7 年前に選定することを決定した。 
 
地区及びクラブ･サービス委員会 
 
1. 滞納金以外の理由による 139 クラブ（会員数 841 人）の解散を承認した。 
2.  322-E 地区の 11 のクラブを、実存しないという理由でステータスクオ処分とした。 
3. 14 の各地域を担当するコーディネーター･ライオンの再任命を承認した。 
4. 暫定地区および空席のある地区のために、2009～2010 年度地区ガバナーの任命を承認した｡ 
5. 35 複合地区（フロリダ州）と 324 複合地区（インド）の地区再編成を承認した。 
6. 理事会方針書第 9 章への改訂を承認した。この改訂により、地区ガバナーエレクト（DGE）

セミナー開催日数が 1 日短縮されると共に、航空便のスケジュールの関係上本来なら大会最

終総会に出席できない DGE のためには 1 泊の追加宿泊が認められるとする新たな経費支払

いの方針が設定された。さらに DGE セミナーに参加する DGE 配偶者の旅費支払いは

US$500 までとする新しい方針も設定。また、暫定地区と、2 年間にわたり 35 クラブ未満お

よび会員数 1,250 人未満の地区に関する手順を明確にするための改訂を加えたほか、国際付

則に対する関連の改正案が採択されることを条件に、地区の数を減らす地区再編成案につい

ては国際理事会が検討することができるよう、地区再編成の手順を改訂した。 
7. 自主的に解散するクラブ、他のクラブと合併するクラブ、ライオンズにかかわる問題で訴訟

を起こすクラブを自動的に解散させることができるよう、理事会方針書第 5 章のクラブ解散

手順とその他の事務的処理事項を改訂した。 
8. クラブ名変更にかかわる業務を地区及びクラブ行政部に移した。 
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9. 2009 年国際大会で代議員に国際付則改正案を報告するにあたり、必要な文言の草案を会則

及び付則委員会に要請した。この改正案は、複合地区内の準地区数を減少させる地区再編成

案については、理事会が 3 分の 2 の賛成投票をもって、35 クラブおよび 1,250 人の会員数に

満たない地区再編成案を承認することができるようにするものである。 
 
財務及び本部運営委員会 
 
1. 投資に対する帳簿上の純損失を主な原因とする赤字を反映した 2008～2009 年度第 3 四半期

収支予想を承認した。 
2. 協会の一般資金積立金/支出方針を承認した。これは理事会方針書の財務の章に含まれる。 
3. 元国際会長および運営役員の座席クラスについて、理事会方針の変更を承認した。元会長に

はビジネスクラスで飛行する権限が与えられ、往復の飛行時間が 10 時間を超える場合、運

営役員はビジネスクラスを利用することができる。 
4. 配偶者が旅行する際の責任と指針を示すべく、理事会方針及び執行役員旅行経費支払いに関

する方針への改訂を承認した。スピーカー任務、理事会会議、または国際大会のために旅行

する執行役員、国際理事、元国際会長、元国際理事、理事会アポインティ、公認スピーカー

に同伴する配偶者の旅費は、配偶者が予定されているライオンズクラブ国際協会の催し物お

よび行事に出席する場合に、監査規定に従って払い戻される。配偶者が予定されている催し

物や行事に出席しなかった場合には払い戻しは行われない。 
5. 理事会方針および執行役員旅行経費支払いに関する方針を改訂し、単一地区または複合地区

（その全準地区を含む）は年間 1 人の執行役員を招請できるようにした。特別な事情があり、

1 人を超える執行役員の訪問が必要とされる場合には、国際会長の承認があれば許可される

こともある。この方針はフォーラム、研修プログラム、計画会議といった国際協会のプログ

ラムまたは取り組みのために開催される行事への出席に対して、あるいは国際協会の運営に

かかわるその他の旅行に対しては適用されない。 
6. 公認スピーカーの全体的な責任および目的を明確にするため、理事会方針変更を承認した。

公認スピーカーの講演を聴くことから会議出席者が著しいメリットを確実に得られるように

するため、公認スピーカーの主な目的は、会員増強を奨励することと、会議出席者にとって

関連性がある、とりわけ最近の国際協会プログラム、方針、そして実績（LCIF とその各種

プログラムおよび使命に対する達成状況なども含む）を宣伝し、意識を高めることとする。

スピーカーには、会議を主催する現地のクラブおよび地区にメリットをもたらす可能性があ

る、あるいは改善または意欲喚起につながる方法で、そのような話題について話をすること

が奨励される。スピーカーが協会とは関係のないことについて講演した場合には、旅費の払

い戻しおよび（または）今後のスピーカー任務が承認されないこともあり得る。 
7. 理事会方針書の理事会委員会に関する章に変更を加え、納税申告に先立ち、協会の 990 納税

申告書の内容を見直すことを財務及び本部運営委員会の責任とすることを承認した。 
 
LCIF 
 
1. SF II 資金をその帳簿価格で、LCIF の一般基金とは別にすることを承認した。 
2. LCIF の投資方針声明文を改正し、SF II と一般基金の資金が別々に分けられ、その資産配分

が変更されたことを反映させた。 
3. 人道主義（用途無指定）交付金支出方針を変更し、資産価値と用途無指定寄付額の算出に 5

年平均を用いることにした。 
4. 44 件（総額 US$1,632,933）の一般援助交付金、国際援助交付金、四大交付金を承認した。 
5. 合計 5 件の交付金申請を継続審議事項とした。 
6. 3 件の交付金申請を否認した。 
7. ケニヤのナイロビにあるライオンズ HIV/AIDS 児童総合医療クリニックを支援するため、

US$57,890 の四大理事会指定交付金を承認した。 



 3

8. 理事会方針書に、LCIF 複合地区コーディネーターおよび地区コーディネーターの任命及び

任期に関する新しい項目を加えた。 
9. 人道主義（用途無指定）援助交付金支出方針について、理事会方針書の LCIF の章を更新し

た。 
10. ブラジルで発生した洪水災害に対して US$100,000 の大災害援助交付金を承認した。 
 
リーダーシップ委員会 
 
1. 2010 年地区ガバナーエレクト・セミナーより有効となる、地区ガバナーエレクト・セミナ

ー委員長職の資格条件を設けた。 
2. ライオンが地区ガバナーエレクト・セミナーのグループリーダーを連続して務めることがで

きる年数制限を含む、グループリーダー職の資格条件を設けた。この条件は 2010 年地区ガ

バナーエレクト・セミナーより有効となる。 
3. 地区ガバナーエレクト・セミナーの開催日数を 1 日短縮し、それに合わせてグループリーダ

ーに対する経費支払いを調整した。グループリーダー配偶者の旅費支払いに関する新たな方

針を設け、その額は US$500 を超えないものと定めた。 
 
長期計画委員会 
 
1. 中国関係調整委員会の新たな 2 段階構造承認の決議を採択した。一つ目の段階は 3 人から 4

人のライオンで構成される執行運営委員会で、毎年その年度の国際協会会長が職権上のメン

バーとなる。二つ目の段階は調整委員会であり、そのメンバーは (1) 中国本土、 (2) 中国･香

港およびマカオ、そして (3) 300 複合地区･台湾のそれぞれから各 2 人から 3 人のライオン、

合わせて 6 人から 9 人のメンバーで構成されるものとなる。 
 

両委員会ともメンバーの任期は 3 年間とし、空席の生じた場合および（または）構成変更を

要するような事情がある場合には、国際協会会長が新たな任命を行う権限を有する。 
 

会員増強委員会 
 
1. 家族会員プログラムの下に新たなプログラムとしてライオン･カブ･プログラムを承認した。 
2. グローバル会員増強チームの新たな構造導入および予算事項を承認した。 
3. 転籍会員およびグッドスタンディングで退会した再入会員の入会費免除の期間を 6 ヶ月から

12 ヶ月に延長することを承認した。 
4. ライオンズの活動に参加しているが、会員となっていない 352 地区（エジプト）の個人に対

しては 2009 年 5 月 31 日まで入会費を免除することを承認した。 
5. 2008～2009 年度 GMT リーダーおよび 2009～2010 年度 GMT リーダーの監査規定を改訂した｡ 
 
PR 委員会 
 
1. 「ライオンズ･イン･サイト」を 2009～2010 年度の試験的プログラムとして設けた。 
2. ライオンズクラブ国際協会青少年世界音楽コンクールを 2009～2010 年度の試験的プログラ

ムとして設けた。 
3. 2009～2010 年度の会長賞メダルの数を 1050 個に、国際リーダーシップ･アワード･メダルの

数を 1200 個にそれぞれ増加した。 
4. ｢役職の順位」に副地区ガバナーとある箇所を第一副地区ガバナーと変えると共に、第二副

地区ガバナー職を加えた。さらに、***の付いた段落および（d）項を削除した。 
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奉仕事業委員会 
 
1. ライオンズクラブ国際協会と糖尿病教育キャンプ協会との覚書を承認した。 
2. 2009～2010 年度より有効となるレオ･リーダーシップ会議補助金プログラム導入を承認した。 
3. 2007～2008 年度トップテン･ユースキャンプ及び交換委員長賞受賞者を選定した。 
4. 以前に承認済みの地区および複合地区視力委員長賞について理事会方針書に加えた。 
5. 国際関係事業の実施を奨励するために地区レベルで任命されるライオンの役職を「地区国際

協調委員長」から「地区国際関係委員長」と改め、複合地区レベルでの役職と整合させた。 
6. 2009～2010 年度より地区および複合地区国際関係委員長賞を設けることを承認した。 
7. 即時発効となる地区および複合地区レベルにおける ALART 委員長職の設置を承認した。 
8. 2009～2010 年度より地区および複合地区 ALERT 委員長賞を設けることを承認した。 
9. 2009 年 7 月 1 日を以って次の公認奉仕プログラムおよび活動を廃止することとした。聴覚･

視覚コミュニケーション援助および補助機器、切手収集および交換、世界平和デー、21 世

紀の若い大使賞プログラム。 
10. 2009 年 7 月 1 日より複合地区レベルのライオンズ児童奉仕委員長職を設けることを承認した。 
11. 複合地区ライオンズ児童奉仕委員長賞の設置を承認した。 
12. 2009 年 7 月 1 日よりターンキー型ライオンズ児童優先プログラムを協会の公認奉仕プログラ

ムとすることを承認した。 
13. 2009 年 7 月 1 日よりアルファおよびオメガ･レオクラブの会員に関して理事会方針を変更す

ることとした。これにより次の通りに定義される。アルファ会員 - 12 歳から 18 歳のレオク

ラブ会員、オメガ会員 - 18 歳から 30 歳のレオクラブ会員。 
14. レオ･ライオン諮問パネルに関して、適用しない推薦基準を削除した。 
15. 協力同盟に関する理事会方針を改訂し、いかなる同盟もその関係と目的について一般人の意

識を高めるための計画書を含み、ライオンズの指導的役割について明確に説明するとともに、

国際協会の世界的なイメージを促進し、国際協会を適切な形で認識するものでなければなら

ないことを明らかにした。加えて、ライオンズクラブ国際協会理事会の書面による許可がな

ければ、協会と同盟を結んでいるいかなる組織もライオンズクラブ、地区、あるいは複合地

区に勧誘をしたり、接触をしたり、その他の方法で情報伝達をすることは認められない。 
 
 
 
 
 
上記決議事項のいずれかに関する詳細は、協会ウェブサイトwww.lionsclubs.orgでご覧いただくか、

国際本部（電話：630-571-5466）にお問い合わせください。 

http://www.lionsclubs.org/


  

 

２００９年６月８日 
ライオンズクラブ国際協会 330-A 地区 
各クラブ会長様、 
各クラブ事務局ご担当様、 

ライオンズクラブ国際協会 
330-A 地区 
ガバナー 石井 征二 

 

会員カードについてのご連絡 
 
拝啓 梅雨の候、貴 L におかれましては、ますます御健勝のこととお慶び申し

上げます。また、平素はキャビネット運営に格別のご高配を賜り、厚く御礼申

し上げます。 
 さて、標記の件につき、国際本部より以下の連絡がございましたので、ご伝

達いたします。 
 

 
毎年国際本部からお送りしていた会員カードは、来年度分より、WMMR のク

ラブ/報告書のページから印刷できるようになりました。そのため、オンライン

で会員報告をいただいているクラブに対しては、会員カードは自動的に送付さ

れなくなりました。 
  
つきましては、会員カードの印刷方法を添付いたしましたので、各クラブへお

渡しいただければ幸いに存じます。 
 本件についてご協力に深く感謝申し上げます。 
                                  
 
今まで苦労されて名前を印字していたと思いますが、これで自動的に印刷出来、

いつでも再発行も可能となります。クラブ会長様、及び事務局ご担当様におか

れましては、会員カード作成システムのご活用をよろしくお願い申し上げます。 

 

※ご注意 

印字レイアウト１００％の設定は、ソフト（アクロバット）とハード（プリン

タ）の双方での設定が必要です。 

 敬具 



オンライン会員カード – クラブ幹事は WMMR サイトの報告書のページから、クラブ会

員のために会員カードを印刷できるようになりました。このサイトで、印刷用紙 1 シー

トに表示される会員カードの枚数を選択することができます。更に、白黒またはカラー

で印刷でき、会員カードに記載したい会員の氏名と有効期限も選択できます。カードは

自動的に印刷用にフォーマットされます。ご用意いただく必要があるのは、市販の名刺

用印刷用紙 A4 - 91x55mm（1 シートにつきカード 10 枚）だけです。これは最寄りの

店やインターネットで購入することができます。 
 
会員カードを印刷する方法は以下のとおりです： 
 

1. ＷＭＭＲにログインし、クラブ/ 報告書 をクリックします。 

2. 会員カードの隣にある印刷ボタンをクリックします。 

3. 印刷用紙のサイズは、A4 を選択してください。  

4. 各ページのカード枚数は、10 枚 – 91 x 55mm カードを選択します。 

5. カラーまたは白黒のどちらかを選択します。  

6. 有効期限を選択します。 

7. 印刷するカードに記載したい会員の氏名を選択してください。  

8. 必要なカードの数がわかるよう、選択した会員リストの下にその数が表示され

ます。 

9. 実行をクリックします。  

10. 名刺用の印刷用紙 A4 - 91x55mm（1 シートにつきカード 10 枚）をご利用く

ださい。  

11. 署名以外のすべての情報が会員カードに記入されます。  

12. 名刺用の印刷用紙をプリンターに入れ、アドビの印刷アイコン をクリックしま

す。 

13. 重要 - カードをきちんと印刷するためには、ページの拡大/縮小 をなし に設定

します。  

14.  OK をクリックします。 
  
ＷＭＭＲを使用しているクラブへは、印刷された会員カードは自動的に郵送されません

のでご了承ください。 
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